


公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
は
、
埼
玉
県
の
出
資
に
よ
り
昭
和
55
年
に
設
立

さ
れ
た
法
人
で
す
。

当
時
、
本
部
事
務
所
は
浦
和
市
（
現
さ
い
た
ま
市
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
62
年
に
大
里
地
域

に
整
理
事
務
所
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
平
成
２
年
に
は
本
部
事
務
所
全
体
が
現
在
地
に
移
転
し
、
以

来
今
年
で
37
年
が
経
過
し
ま
す
。

昭
和
62
年
当
時
の
行
政
区
域
で
あ
っ
た
大
里
郡
大
里
村
は
合
併
し
、
現
在
、
熊
谷
市
と
な
っ
て
い

ま
す
。
熊
谷
市
は
た
い
へ
ん
暑
い
地
域
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
里
地
域
は
比
企
丘
陵
と
荒
川

に
挟
ま
れ
た
、
緑
豊
か
な
場
所
で
す
。

当
事
業
団
は
、
こ
こ
大
里
地
域
の
皆
様
に
37
年
の
間
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
埼
玉
県
の
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
事
業
団
で
は
、
県
内
各
地
域
で
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
大
里
地
域

の
本
部
事
務
所
で
は
、
日
々
職
員
が
、
発
掘
し
た
遺
物
の
整
理
や
記
録
、
保
存
作
業
等
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
や
石
器
な
ど
は
、
施
設
内
の
収
蔵
庫
で
一
部
を
御
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
近
く
に
お
越
し
の
際
な
ど
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
世
界
的
に
暑
い
夏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
連
事
務
総
長
が
、
昨
年
７
月
に
発

言
し
た
と
お
り
、
ま
さ
に
地
球
沸
騰
の
時
代
が
到
来
し
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
埼
玉
の
地
に
お
い
て
も
、

昨
年
以
上
の
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
自
然
災
害
が
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
気
候
の
急
激
な
変
化
や
自

然
災
害
は
、
現
在
ま
で
続
く
人
類
の
歴
史
で
も
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
す
。
数
々
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
歴
史
を
つ
な
げ
て
き
た
先
祖
の
姿
を
、
発
掘
調
査
を
通
し
て
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

わ
れ
わ
れ
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

発
掘
調
査
の
成
果
は
、
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
、
活
用
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
公
益
財
団
法

人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
の
目
的
で
あ
る
、
過
去
か
ら
の
「
物
」
を
保
存
し
、
あ
る
い
は

記
録
し
て
、
後
世
に
残
し
て
い
く
仕
事
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
す
る
人
の
役
に
立
つ
こ
と

だ
と
の
思
い
を
新
た
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
度
は
、
14
遺
跡
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

砂
原
遺
跡
（
行
田
市
）
や
、
船
川
遺
跡
（
行
田
市
）
で
は
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
遺
構

や
遺
物
が
出
土
し
、
河
川
の
そ
ば
で
営
ま
れ
て
い
た
当
時
の
く
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
金
久
保
内
出
遺
跡
（
上
里
町
）
で
は
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
数
多
く
見
つ
か
り
、
当
時
の
人
々

の
営
み
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
上
里
町
の
清
水
南
遺
跡
で
は
、
中
世
の
大
型
掘

立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
柱
の
穴
に
は
、
柱
を
支
え
る
石
が
設
置
さ
れ
、
建
物
建
築
の
技

術
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
を
終
え
た
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
に
ま
と
め

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
は
、
長
竹
遺
跡
（
加
須
市
）
、
栗
橋
宿
関
連
遺
跡
（
久
喜
市
）

の
す
べ
て
の
報
告
書
を
刊
行
し
、
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
環
状
盛
土
遺
構
が
発
見
さ

れ
た
長
竹
遺
跡
や
、
江
戸
時
代
の
栗
橋
宿
の
報
告
は
、
当
時
を
復
元
す
る
貴
重
な
成
果
を
み
な
さ
ま

に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
普
及
事
業
で
は
、
小
学
生
を
主
な
対
象
と
し
た
学
習
支
援
を
小
中
学
校
40

校
で
実
施
し
ま
し
た
。
「
古
代
か
ら
教
室
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
称
す
る
こ
の
事
業
は
、
当
事
業
団
職

員
が
学
校
の
授
業
等
に
出
向
い
て
、
実
物
の
土
器
や
石
器
に
子
ど
も
た
ち
が
直
接
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
学
校
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
い
ち
早
く
公
開
す
る
「
遺
跡
見
学
会
」
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
に

お
い
て
展
示
を
行
う
「
ほ
る
た
ま
展
」
、
発
掘
成
果
を
遺
跡
の
地
元
に
展
示
す
る
「
里
帰
り
展
」
、
数

多
く
の
み
な
さ
ま
が
参
加
で
き
る
よ
う
初
め
て
行
っ
た
ネ
ッ
ト
配
信
の
「
ほ
る
た
ま
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
を
実
施
し
、
多
く
の
方
々
に
御
来
場
、
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
収
束
後
の
社
会
を
意
識
し
な
が
ら
、
ま
た
予
防
に
も
留
意
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
、
御
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
博
物
館
や
市
町
村
で
実
施
さ
れ
る
各
種
講
座
へ
の
職
員
派
遣
や
大
学
生
対
象
の
オ
ー

プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
、
文
化
財
保
護
に
係
る
普
及
啓
発
、
人
材
育
成
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
書
は
、
当
事
業
団
が
令
和
五
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
事
業
の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
、
研
究
や
学
び
の
参
考
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

ご
あ
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つ

令
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

砂
原
遺
跡
は
、
秩
父
鉄
道
武
州
荒
木
駅
か
ら
北
方
に

約
３
㎞
の
行
田
市
須す

加か

地
内
に
所
在
し
、
利と

根ね

川が
わ

堤
防

の
南
側
に
接
し
て
位
置
し
て
い
る
。

江
戸
幕
府
に
よ
る
東
遷
事
業
以
前
の
利
根
川
は
、
会あ

い

の
川
を
流
下
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
示
す
よ
う

に
、
会
の
川
の
南
西
岸
に
は
志し

多だ

見み

砂
丘
を
は
じ
め
、

い
く
つ
も
の
河
畔
砂
丘
が
点
在
し
て
い
る
。

会
の
川
よ
り
上
流
側
の
行
田
市
下
中
条
や
須
加
に
お

い
て
も
、
砂
丘
状
に
砂
が
厚
く
堆
積
し
た
地
点
が
点
在

し
て
い
る
。
遺
跡
名
の
「
砂
原
」
を
は
じ
め
「
砂
畑
」

あ
る
い
は
須
加
城
跡
な
ど
、
周
辺
の
地
名
・
旧
跡
が
そ

の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
近
隣
住
民
に
よ
れ
ば
、
か
つ

て
砂
原
遺
跡
の
場
所
に
は
、巨
大
な
砂
の
丘
が
存
在
し
、

松
林
と
石
仏
を
安
置
し
た
祠

ほ
こ
ら

が
頂
上
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。こ

の
よ
う
な
会
の
川
右
岸
に
分
布
す
る
砂
丘
状
の
堆

積
は
、
風
成
堆
積
に
よ
る
「
砂
丘
」
と
は
異
な
り
、
水

成
堆
積
に
よ
る
「
自
然
堤
防
」
の
可
能
性
が
高
い
。
会

の
川
左
岸
に
あ
る
志
多
見
砂
丘
等
の
河
畔
砂
丘
と
は
形

成
の
要
因
が
異
な
る
点
は
、
利
根
川
中
流
域
の
土
地
形

成
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
。

遺
跡
周
辺
の
地
形
は
、
加
須
低
地
に
分
類
さ
れ
る
。

加
須
低
地
の
形
成
に
は
、
関か

ん

東と
う

造ぞ
う

盆ぼ
ん

地ち

運
動
と
呼
ば
れ

る
沈
降
運
動
と
利
根
川
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
堆
積

物
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
台
地
が
沈
下
し
、
そ
の

上
を
覆
う
洪
水
堆
積
物
に
よ
っ
て
埋
没
台
地
が
形
成
さ

れ
た
。

旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
多
く
は
、
埋
没

台
地
や
そ
の
支
台
上
に
分
布
し
て
い
る
。
旧
石
器
時
代

で
は
、
行
田
市
馬ば

場ば

裏う
ら

遺
跡
、
内う

ち

郷ご
う

遺
跡
、
北き

た

大お
お

竹た
け

遺

跡
か
ら
石
器
や
剥は

く

片へ
ん

が
少
数
出
土
し
て
い
る
。
縄
文
時

代
で
は
草そ

う

創そ
う

期き

の
石い

し

槍や
り

が
出
土
し
た
神し

ん

明め
い

遺
跡
が
行
田

市
内
で
最
も
古
い
。

弥
生
時
代
で
は
熊
谷
市
東
部
に
広
が
る
荒
川
扇せ

ん

状
じ
ょ
う

地ち

の
扇せ

ん

端た
ん

に
お
い
て
北き

た

島じ
ま

遺
跡
、
前ま

え

中な
か

西に
し

遺
跡
、
池い

け

上が
み

遺

跡
、
小こ

敷し
き

田だ

遺
跡
な
ど
の
遺
跡
が
展
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
下
流
側
の
現
利
根
川
に
沿
っ
た
自
然
堤
防
上
に
の

羽
生
市
屋や

敷し
き

裏う
ら

遺
跡
で
は
、
方ほ

う

形け
い

周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

が
検
出
さ
れ

て
い
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
周
辺
の
自
然
堤
防
上
に
集
落
が

営
ま
れ
、
多
く
の
古
墳
も
築
か
れ
た
。
５
世
紀
後
半
の

特
別
史
跡
埼さ

き

玉た
ま

古
墳
群
の
稲
荷
山
古
墳
の
築
造
を
始
ま

り
と
し
て
、
利
根
川
の
旧
流
路
周
辺
に
は
大お

お

稲と
う

荷か

古
墳

群
、
６
世
紀
代
の
酒さ

か

巻ま
き

古
墳
群
な
ど
が
造
営
さ
れ
た
。

利
根
川
の
旧
流
路
（
星ほ

し

川か
わ

・
元も

と

荒あ
ら

川か
わ

）
沿
岸
に
営
ま
れ

た
５
世
紀
か
ら
７
世
紀
の
集
落
遺
跡
と
し
て
は
、
行
田

市
小こ

針ば
り

遺
跡
、
北
大
竹
遺
跡
、
築つ

き

道み
ち

下し
た

遺
跡
な
ど
で
大

規
模
な
集
落
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
９
世
紀
代
や
10
世
紀
代
ま

で
継
続
す
る
。
一
方
、
利
根
川
の
現
流
路
沿
い
で
は
５

世
紀
か
ら
７
世
紀
の
遺
跡
が
少
な
く
、
羽
生
市
屋
敷
裏

遺
跡
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
羽
生
市
茂も

手て

木ぎ

遺
跡

は
、
８
世
紀
代
に
河
畔
の
周
辺
に
進
出
し
た
集
落
で
あ

る
。
こ
う
し
た
低
地
へ
の
進
出
は
９
世
紀
か
ら
10
世
紀

に
か
け
て
非
常
に
活
発
と
な
り
、
羽
生
市
北き

た

尾お

崎さ
き

北き
た

遺

跡
な
ど
で
も
遺
構
・
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

中
世
の
利
根
川
は
、現
在
の
会
の
川
を
流
れ
て
い
た
。

須
加
周
辺
で
は
、
旧
行
田
市
立
須
加
小
学
校
か
ら
長
光

寺
付
近
の
高
台
が
須
加
城
跡
と
伝
承
さ
れ
る
。
『
鎌
倉

九
代
後
記
』
に
は
、
永
享
十
二
年
（
１
４
４
０
）
に
一

色
伊
予
守
が
須
加
土
佐
入
道
の
城
へ
押
し
寄
せ
放
火
し

た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。

[

　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　]

砂
原
遺
跡
第
２
次
調
査
で
は
、
１
次
調
査
の

近
世
の
第
一
面
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
第
二
面

調
査
に
続
き
、
飛
鳥
時
代
の
第
三
面
と
古
墳
時

代
前
期
の
第
四
面
の
調
査
を
行
っ
た
。
遺
構
は

第
三
面
で
竪
穴
住
居
跡
、
土
壙
、
溝
跡
、
第
四

面
で
竪
穴
住
居
跡
、
土ど

壙こ
う

墓ぼ

、
土
壙
、
溝
跡
、

性
格
不
明
遺
構
、
河
川
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
他

に
第
１
次
調
査
の
際
に
深
度
が
深
く
掘
り
残
し

た
井
戸
跡
２
基
の
調
査
を
行
っ
た
。
な
お
、
遺

構
番
号
は
、
第
１
次
調
査
か
ら
継
続
し
て
付
し

た
。

飛
鳥
時
代
（
第
三
面
）

地
表
か
ら
約
２
・
２
ｍ
下
の
褐
色
シ
ル
ト
質
土

の
地
山
か
ら
竪
穴
住
居
跡
10
軒
、
土
壙
３
基
、

溝
跡
１
条
を
検
出
し
た
。
地
形
は
、
北
西
が
高

く
南
東
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
低
く
な
っ
て
い

る
。
遺
構
は
西
側
に
多
く
南
東
に
か
け
て
希
薄

に
な
っ
て
い
く
。

検
出
さ
れ
た
10
軒
の
竪
穴
住
居
跡
は
、
い
ず

れ
も
残
存
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
。
確
認
さ
れ

た
す
べ
て
の
カ
マ
ド
の
ソ
デ
は
、
地
山
が
掘
り

■ 所在地

行田市大字須加字砂原４７６６－

１他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 6 年 1 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

2,187.80 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

飛鳥 （第三面） （住居跡 10 ・ 土

壙 3 ・ 溝跡 1）

古墳 （第四面） （住居跡 2 ・ 土

壙墓 1 ・ 土壙 6 ・ 溝跡 1 ・ 性格

不明遺構 6 ・ 河川跡 1）

砂す
な

原は
ら

遺
跡
（
第
２
次
）
行
田
市

Ⅰ　

令
和
五
年
度
に
調
査
を
し
た
遺
跡

第 19 号竪穴住居跡 （第三面）

1



残
さ
れ
た
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

第
19
号
住
居
跡
の
覆
土
は
砂
質
土
で
あ
り
、
洪
水
な

ど
に
よ
っ
て
埋
没
し
た
と
見
ら
れ
る
。
東
辺
に
カ
マ
ド

が
設
け
ら
れ
、
煙
道
は
先
端
部
ま
で
残
存
し
て
い
た
。

残
存
状
況
は
遺
構
検
出
面
か
ら
床
面
ま
で
約
50
㎝
と
良

好
で
あ
る
が
、
遺
物
量
は
少
な
か
っ
た
。

古
墳
時
代
前
期
（
第
四
面
）

地
表
面
か
ら
約
３
・
３
ｍ
下
の
暗
褐
色
の
硬
質
な
シ

ル
ト
質
土
の
地
山
か
ら
は
竪
穴
住
居
跡
２
軒
、
土
壙
墓

１
基
、
土
壙
６
基
、
溝
跡
１
条
、
性
格
不
明
遺
構
６
基
、

河
川
跡
１
箇
所
を
検
出
し
た
。
地
形
は
、
調
査
区
の
東

西
両
側
が
谷
状
に
落
ち
込
み
、
中
央
か
ら
や
や
西
寄
り

に
か
け
て
自
然
堤
防
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
は
こ

の
自
然
堤
防
上
を
主
体
に
展
開
し
て
い
る
。
特
に
西
側

の
谷
の
肩
部
か
ら
遺
物
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
こ

の
西
側
の
谷
近
く
の
遺
構
は
、
河
川
跡
に
よ
っ
て
削
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
１
号
土
壙
墓
は
、
長
軸
約
２
・
５
ｍ
、
短
軸
約
１
・

４
ｍ
の
規
模
で
あ
る
。
底
面
全
体
に
炭
化
物
が
広
が
り
、

焼
骨
が
ま
と
ま
っ
た
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
央

部
か
ら
ピ
ッ
ト
１
基
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
は
五ご

り
ょ
う領

式し
き

土
器
と
呼
ば
れ
る
古
墳
時
代
前
期
の
土は

師じ

器き

の
甕か

め

が
４

個
体
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
性
格
不
明
遺
構
と
し
た
遺
構
の
中
に
は
、
残

存
状
態
が
極
め
て
悪
く
土
壙
墓
と
断
定
で
き
な
い
が
第

１
号
土
壙
墓
と
類
似
し
た
遺
構
も
あ
っ
た
。
周
囲
に
複

数
の
土
壙
墓
が
展
開
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

中
世こ

の
他
、
第
１
次
調
査
の
際
に
深
度
が
深
く
底
面
ま

で
精
査
で
き
な
か
っ
た
第
４
号
井
戸
跡
の
底
面
か
ら

は
、
瓶へ

い

子し

形
漆
器
、
漆

う
る
し

椀わ
ん

、
陶
器
片
、
種
子
類
が
出
土

し
て
い
る
。
瓶
子
形
漆
器
は
類
例
に
乏
し
く
用
途
は
不

明
で
あ
る
。
時
期
は
、
陶
器
片
や
漆
椀
の
型
式
か
ら
中

世
と
見
ら
れ
る
。

[

　
ま
と
め
　]

令
和
４
年
度
の
第
１
次
調
査
で
は
、
中
世
～
近
代
の

遺
構
が
検
出
さ
れ
た
第
一
面
と
、
奈
良
・
平
安
時
代
を

中
心
と
す
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
第
二
面
の
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
に
は
畑
、
そ
れ
以
前
に
は

奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
実
施
し
た
第
２
次
調
査
で
は
、
第
三
面

で
飛
鳥
時
代
の
集
落
、
第
四
面
で
古
墳
時
代
前
期
の
集

落
が
検
出
さ
れ
た
。
４
世
紀
頃
を
中
心
と
す
る
第
四
面

と
７
世
紀
頃
を
中
心
と
す
る
第
三
面
の
間
に
５
世
紀
～

６
世
紀
代
に
相
当
す
る
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
ず
、
集
落
の
断
絶
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
古
墳
時
代
前
期
を
遡
る
時
期
の
遺
構
も

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

砂
原
遺
跡
で
は
、
第
１
次
調
査
及
び
第
２
次
調
査
に

お
い
て
、
４
世
紀
か
ら
現
代
に
至
る
土
地
の
利
用
と
自

然
堤
防
形
成
の
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
、
古
墳
時
代
前
期
の
４
世
紀
頃
に
、
竪
穴
住
居

跡
や
土
壙
墓
が
つ
く
ら
れ
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の

段
階
で
は
調
査
区
の
東
側
と
西
側
の
両
側
が
谷
状
に
落

ち
込
ん
で
お
り
、
南
北
方
向
に
発
達
し
た
自
然
堤
防
上

に
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
確
認
さ
れ
た
の
は
集
落
の
一

部
で
あ
り
、
そ
の
中
心
部
は
調
査
区
外
に
展
開
し
て
い

た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
シ
ル
ト
質
の
埋
土
が
約
80

㎝
堆
積
し
、
５
世
紀
か
ら
６
世
紀
に
か
け
て
の
遺
跡
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
集
落
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
第
三
面
と
な
る
７

世
紀
後
半
頃
で
あ
る
。
第
四
面
で
見
ら
れ
た
調
査
区
東

西
の
谷
状
の
落
ち
込
み
は
い
ず
れ
も
埋
没
が
進
み
、
集

落
域
が
広
が
る
。
し
か
し
、
集
落
の
中
心
部
は
調
査
区

西
側
に
展
開
し
た
と
見
ら
れ
る
。
第
三
面
と
第
二
面
の

間
に
も
若
干
の
間
層
が
認
め
ら
れ
、
洪
水
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
大
き
な
断
絶
は
な

く
、
集
落
は
継
続
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

第
二
面
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
半
に
か
け
て

の
集
落
で
あ
る
。
時
期
は
８
世
紀
代
か
ら
９
世
紀
代
に

か
け
て
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
遺
構
は
第
一
面
の
黒
色

土
層
の
下
に
掘
り
込
み
が
確
認
で
き
、
第
二
面
か
ら
20

㎝
ほ
ど
下
に
奈
良
時
代
の
掘
り
込
み
が
認
め
ら
れ
た
。

地
形
は
お
お
む
ね
平
坦
で
、
わ
ず
か
に
東
へ
低
く

な
っ
て
い
る
。
遺
構
は
西
端
以
外
の
調
査
区
全
域
か
ら

検
出
さ
れ
た
。
時
期
ご
と
に
若
干
、
遺
構
掘
り
込
み
面

の
高
さ
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
洪
水
の
被
害
を
受
け
つ

つ
も
集
落
は
廃
絶
せ
ず
に
継
続
し
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。第

一
面
は
、
地
表
下
１
・
０
～
１
・
５
ｍ
下
か
ら
、
黒

色
シ
ル
ト
質
土
の
遺
構
検
出
面
が
見
ら
れ
た
。
地
形
は
、

北
東
が
高
く
南
西
に
向
か
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
第

二
面
以
前
ま
で
と
は
傾
斜
が
逆
転
し
て
い
る
。
調
査
区

東
側
に
か
け
て
砂
層
が
厚
く
堆
積
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
調
査
区
の
東
側
方
向
に
自
然
堤
防
の
中
心
部
が
形

成
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
遺
構
は
北
東
端
以
外
の

調
査
区
全
域
で
確
認
さ
れ
た
。
中
世
か
ら
幕
末
に
か
け

て
の
遺
構
で
あ
る
。

第
二
面
か
ら
第
一
面
に
か
け
て
は
、
断
絶
が
あ
り
、

10
世
紀
以
降
の
平
安
時
代
後
期
か
ら
13
世
紀
か
ら
14
世

紀
代
に
か
け
て
の
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
遺
構
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
段
階
に
砂
の
水
成
堆
積
が
進
ん

だ
。
こ
の
時
期
に
は
こ
の
土
地
で
人
々
の
活
動
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
砂
が
堆
積
し
た
と
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
度
重
な
る
洪
水
に
よ
っ
て
上
流
部
で
自
然
堤
防
が

発
達
し
、
河
川
の
流
路
が
変
化
し
た
こ
と
で
堆
積
し
た

土
砂
の
性
質
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

そ
の
後
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
砂
原
遺
跡
に
所

在
し
た
砂
の
自
然
堤
防
は
、
上
に
祠
が
置
か
れ
、
洪
水

時
に
は
避
難
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
に
配
合

す
る
良
質
な
砂
と
し
て
掘
削
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
姿

を
消
し
た
。

第 1 号土壙墓跡 遺物出土状況 （第四面）

河川跡 遺物出土状況 （第四面）
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Ⅰ　令和五年度に調査をした遺跡



［
　
立
地
と
環
境
　
］

船
川
遺
跡
は
、
利と

根ね

川が
わ

右
岸
に
位
置
し
、
秩
父
鉄
道

武
州
荒
木
駅
か
ら
北
北
西
約
３
㎞
の
行
田
市
大
字
須す

加か

に
所
在
す
る
。
妻
沼
低
地
か
ら
加
須
低
地
に
広
が
る
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

地ち

の
中
に
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。

船
川
遺
跡
の
周
辺
で
は
、
遺
跡
南
側
に
大お

お

稲と
う

荷か

古
墳

群
が
あ
る
。
径
約
20
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
浅せ

ん

間げ
ん

塚づ
か

古
墳
が

現
存
し
て
い
る
が
、多
く
の
古
墳
は
削
平
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
44
年
に
２
基
の
古
墳
が
調
査
さ
れ
、
１
号
墳
は
径

26
ｍ
の
円
墳
で
、弧
を
描
い
た
円
筒
埴
輪
列
が
出
土
し
、

６
世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ
れ
て
い
る
。
２
号
墳
は
１
号

墳
の
南
東
57
ｍ
の
水
田
下
よ
り
、
石
室
と
見
ら
れ
る
細

長
い
礫れ

き

が
複
数
検
出
さ
れ
た
。
中
か
ら
大
刀
、
鉄て

つ

鏃ぞ
く

、

刀と
う

子す

、
轡

く
つ
わ

が
出
土
し
、
５
世
紀
末
の
時
期
と
さ
れ
て
い

る
。遺

跡
東
側
の
利
根
川
下
流
に
あ
る
砂
原
遺
跡
で
は
、

令
和
４
、
５
年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
古
墳
時
代

や
飛
鳥
時
代
、奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
、中
・

近
世
の
土
壙
、
溝
跡
等
が
検
出
さ
れ
た
。

利
根
川
上
流
側
の
立た

て

野の

遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
の

ピ
ッ
ト
や
遺
物
包
含
層
、
古
墳
時
代
の
方
形
周
溝
墓
、

平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
土
壙
、
中
・
近
世
の
井
戸

跡
や
溝
跡
等
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
立
野
遺
跡
近
く
の

酒さ
か

巻ま
き

古
墳
群
で
は
前
方
後
円
墳
３
基
、
円
墳
20
基
の
計

23
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

船
川
遺
跡
と
砂
原
遺
跡
の
間
の
行
田
市
立
須
加
小
学

校
跡
地
や
長
光
寺
付
近
は
、須
加
城
跡
と
さ
れ
て
い
る
。

『
鎌
倉
九
代
後
期
』
や
『
鎌
倉
大
草
子
』
な
ど
に
は
「
宿

城
」
と
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
築
城
や
廃
城
の
年
代
は

判
然
と
し
な
い
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
奈
良
・
平
安

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
、
土
壙
、
性
格
不
明
遺
構
、
中
世

の
井
戸
跡
、
溝
跡
、
時
期
不
明
の
土
壙
、
溝
跡
、
性
格

不
明
遺
構
、
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
構
番
号
は
、

第
１
次
調
査
か
ら
継
続
し
て
付
し
た
。

奈
良
・
平
安
時
代

竪
穴
住
居
跡
で
全
体
が
確
認
で
き
た
の
は
２
軒
で
あ

る
。
第
１
号
住
居
跡
は
、北
西
側
と
南
東
側
の
壁
の
各
々

か
ら
カ
マ
ド
が
検
出
さ
れ
た
。
南
東
側
の
カ
マ
ド
は
大

き
く
、
壁
や
天
井
部
が
厚
く
焼
土
化
し
、
土は

師じ

器き

羽は

釜が
ま

や
須す

恵え

器き

坏つ
き

が
出
土
し
た
。

第
５
号
住
居
跡
は
、北
側
壁
に
カ
マ
ド
が
検
出
さ
れ
、

焼
土
化
し
た
天
井
部
が
遺
存
し
て
い
た
。
土
師
器
甕か

め

、

須
恵
器
坏
が
出
土
し
た
。

中
世井

戸
跡
か
ら
は
13
世
紀
か
ら
14
世
紀
の
青
磁
及
び
常と

こ

滑な
め

焼や
き

、
瀬せ

戸と

焼や
き

、
渥あ

つ

美み

焼や
き

の
陶
磁
器
・
片
口
鉢
が
出
土

し
た
。

第
２
号
溝
跡
は
、
調
査
区
東
側
を
東
西
に
走
る
。
検

出
さ
れ
た
長
さ
７
・
２
ｍ
で
、
東
端
が
調
査
区
外
へ
延

び
る
。
第
３
号
溝
跡
は
第
２
号
溝
跡
の
西
側
に
位
置
し
、

東
西
に
約
４
・
０
ｍ
延
び
、
北
に
直
角
に
曲
が
り
約
２
・

０
ｍ
で
立
ち
上
が
る
。
14
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
土
器

が
出
土
し
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

第
２
次
調
査
で
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
及
び
、
中
世

の
遺
構
・
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
遺

物
は
、
い
ず
れ
も
少
量
で
あ
っ
た
。
３
軒
の
住
居
跡
か

ら
カ
マ
ド
が
検
出
さ
れ
、
燃
焼
部
や
煙え

ん

道ど
う

部
の
焼
土
化

が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
の
発

見
が
初
め
て
で
あ
り
、
貴
重
な
発
見
と
言
え
る
。

中
世
は
、
井
戸
跡
と
溝
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
第

１
次
調
査
で
も
中
世
の
火
葬
跡
や
井
戸
跡
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
中
世
の
未
知
の
集
落
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
り
、
貴
重
な
発
見
と
な
っ
た
。

船ふ
な

川が
わ

遺
跡
（
第
２
次
）
行
田
市

■ 所在地

行田市大字須加４４６４－１他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 5 年 9 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

620.80 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

奈良 ・平安 （住居跡 6 ・土壙 8 ・

性格不明遺構 1）

中世 （井戸跡 3 ・ 溝跡 2）

時期不明 （土壙 1 ・ 溝跡 1 ・ 性

格不明遺構 1 ・ ピット 3）

調査区全景 （西から）

第５号住居跡

土器集中部
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

平
右
衛
門
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
北
鴻
巣
駅
の
南
東

約
２
㎞
の
鴻
巣
市
箕み

田だ

に
所
在
す
る
。
標
高
約
16
ｍ
の

大
宮
台
地
上
の
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
が
所
在
す
る
大
宮

台
地
は
、遺
跡
周
辺
で
は
北
西
方
向
へ
半
島
状
に
延
び
、

東
側
に
元も

と

荒あ
ら

川か
わ

、
西
側
に
荒あ

ら

川か
わ

が
流
れ
て
い
る
。
周
辺

の
遺
跡
は
こ
の
大
宮
台
地
や
元
荒
川
の
自
然
堤
防
上
に

立
地
し
て
い
る
。

平
右
衛
門
遺
跡
周
辺
の
遺
跡
は
、
旧
石
器
時
代
で
は

大
宮
台
地
上
の
鴻
巣
市
新し

ん

屋や

敷し
き

遺
跡
か
ら
ナ
イ
フ
形
石

器
や
尖せ

ん

頭と
う

器き

の
ほ
か
、
石
器
集
中
地
点
や
礫れ

き

群ぐ
ん

が
見
つ

か
っ
て
お
り
、市
内
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
あ
る
。

縄
文
時
代
で
は
、
草そ

う

創そ
う

期き

の
遺
跡
と
し
て
、
中な

か

三さ
ん

谷や

遺
跡
か
ら
有ゆ

う

舌ぜ
つ

尖せ
ん

頭と
う

器き

、
ま
た
富ふ

士じ

山や
ま

南
み
な
み

遺
跡
か
ら
爪つ

め

形が
た

文も
ん

系け
い

土ど

器き

が
出
土
し
た
が
、
遺
構
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
早
期
は
遺
跡
数
が
増
加
し
、
中
三
谷
遺
跡

で
押お

し

形が
た

文も
ん

系け
い

土ど

器き

、
赤あ

か

台だ
い

遺
跡
で
は
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

期き

の
竪
穴

住
居
跡
や
炉
穴
群
が
見
つ
か
っ
た
。
中
期
は
集
落
も
増

加
し
、
赤
台
遺
跡
、
馬ま

室む
ろ

小
し
ょ
う

校こ
う

庭て
い

内な
い

遺
跡
、
新
屋
敷
遺

跡
等
で
加か

曽そ

利り

Ｅイ
ー

式し
き

期き

の
集
落
が
営
ま
れ
る
。
続
く
後

期
も
赤
台
遺
跡
で
称

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

名
寺
式し

き

期き

の
、
中
三
谷
遺
跡
で
堀ほ

り

之の

内う
ち

式し
き

期き

の
竪
穴
住
居
跡
群
が
発
見
さ
れ
た
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
極
め
て
少
な
い
。
登の

ぼ
り
と戸

新し
ん

田で
ん

遺

跡
か
ら
吉よ

し

ヶが

谷や
つ

式し
き

期き

の
方
形
周
溝
墓
、
九く

右え

衛も

門ん

遺
跡

か
ら
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
集
落
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
遺
跡
数
は
急
激
に
増
加
す
る
。

宮み
や

前ま
え

本ほ
ん

田で
ん

遺
跡
、
大お

お

間ま

原は
ら

遺
跡
、
馬
室
小
校
庭
内
遺

跡
、
赤
台
遺
跡
、
新
屋
敷
遺
跡
、
中
三
谷
遺
跡
等
、
前

期
の
集
落
が

確
認
で
き
る
。

中
で
も
中
三

谷

遺

跡

は
、

古
墳
時
代
後

期
以
降
ま
で

続
く
集
落
で

あ

る
。

古

墳

時
代
後
期
に

な

る

と
、

箕

田
古
墳
群
や

新
屋
敷
遺
跡

等
で
大
規
模

な
古
墳
群
が

形
成
さ
れ
る
。

生お

出い
ね

塚づ
か

遺
跡
や
馬ま

室む
ろ

埴は
に

輪わ

窯よ
う

跡せ
き

と
い
っ
た
埴
輪
窯
の

開
窯
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
生

出
塚
遺
跡
は
竪
穴
住
居
跡
、

埴
輪
窯
跡
、
工
房
跡
、
粘
土

採
掘
坑
等
も
確
認
さ
れ
た

工
人
集
落
で
、
埴
輪
製
作
跡
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
地
で
製
作
さ
れ
た
埴
輪
は
、
埼さ

き

玉た
ま

古
墳

群
や
周
辺
の
笠か

さ

原は
ら

古
墳
群
等
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
、
遺
跡
数
が
減
少
す
る
。
古

墳
時
代
の
集
落
か
ら
継
続
す
る
宮
前
本
田
遺
跡
や
赤
台

遺
跡
、
中
三
谷
遺
跡
等
が
認
め
ら
れ
る
。

中
・
近
世
の
遺
跡
と
し
て
は
、
城
館
跡
と
し
て
箕
田

地
区
の
箕み

田だ

館
や
か
た

跡あ
と

や
糠ぬ

か

田た

地
区
の
安あ

達だ
ち

館
や
か
た

跡あ
と

の
ほ
か
、

大
間
地
区
の
源

み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

経
基
館

や
か
た

跡あ
と

等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
箕
田

館
跡
推
定
地
で
あ
る
九
右
衛
門
遺
跡
で
は
、
詳
細
な
時

期
は
不
明
な
も
の
の
、
大
型
の
堀
跡
や
中
世
陶
磁
器
類

が
多
量
に
出
土
し
た
。
ま
た
、中
三
谷
遺
跡
で
は
「
コ
」

の
字
状
に
巡
る
堀
跡
が
、
新
屋
敷
遺
跡
で
も
二
重
の
堀

跡
が
見
つ
か
り
、
中
世
の
館
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
平
右
衛
門
遺
跡
に
近
い
宮
前
本
田
遺
跡
で

は
、
中
・
近
世
の
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建た
て

物も
の

跡あ
と

や
井
戸
跡
、
地
下
式

坑
や
溝
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
に
館
跡
の
存
在

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

平
右
衛
門
遺
跡
第
５
次
調
査
で
は
、
北
か
ら
順
に
第

19
地
点
、
第
20
地
点
、
第
21
地
点
の
３
地
点
を
調
査
し

た
。
第
19
地
点
で
は
、
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
中
・

近
世
、
第
20
地
点
で
は
中
・
近
世
、
第
21
地
点
で
は
古

墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
中
・
近
世
の
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
。

第
19
地
点

調
査
区
南
半
は
、
住
宅
の
基
礎
に
伴
う
撹か

く

乱ら
ん

が
著
し

く
、
遺
構
の
残
存
状
況
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
。

縄
文
時
代
の
土
壙
は
、
調
査
区
中
央
か
ら
や
や
北
東

の
位
置
で
見
つ
か
っ
た
。
直
径
約
０
・
６
ｍ
の
円
形
で

深
さ
約
０
・
２
ｍ
の
掘
り
込
み
で
あ
っ
た
。

■ 所在地

鴻 巣 市 大 字 箕 田 字 平 右 衛 門

３６１９番地１１他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 8 月～令和 6 年 1 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

937.43 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

第 19 地点

　�縄文 （土壙 1）、 古墳 （住居跡

4）、 中・近世 （土壙 2・溝跡 2・

ピット 8）

第 20 地点

　�中 ・ 近 世 （ 土 壙 66 ・ ピ ッ ト

179）

第 21 地点

　�古墳 （住居跡 1）、 奈良 ・ 平安

（住居跡 4）、 中 ・ 近世 （土壙

64 ・ 井戸跡 2 ・ 溝跡 1 ・ ピット

69 ・ 性格不明遺構 1）

平へ
い
え
も
ん

右
衛
門
遺
跡
（
第
５
次
）
鴻
巣
市

第 19 地点 調査区全景

調査区位置図

第 19 地点

第 20 地点

第 21 地点

遺跡の範囲
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古
墳
時
代
の
第
１
号
住
居
跡
は
、
調
査
区
の
東
隅
、

第
２
・
４
号
住
居
跡
は
調
査
区
の
南
隅
、
第
３
号
住
居

跡
は
調
査
区
中
央
か
ら
や
や
北
西
の
位
置
で
検
出
さ
れ

た
。
攪
乱
さ
れ
る
か
、ま
た
は
調
査
区
外
に
続
く
た
め
、

全
体
の
規
模
・
形
状
が
わ
か
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
第

３
号
住
居
跡
は
、
遺
存
状
態
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
カ
マ
ド
の
一
部
と
貯
蔵
穴
が
検
出
さ
れ
、
貯
蔵

穴
周
辺
か
ら
土は

師じ

器き

の
甕か

め

が
出
土
し
た
。

中
・
近
世
の
遺
構
は
、
調
査
区
東
側
で
重
複
し
て
検

出
さ
れ
た
土
壙
２
基
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
第
１
号
土

壙
は
、
長
軸
が
北
東
‐
南
西
方
向
に
向
く
長
方
形
の
掘

り
込
み
で
あ
る
。
内
部
か
ら
中
世
の
銭
貨
が
出
土
し
、

土
壙
墓
と
推
定
さ
れ
る
。
溝
跡
２
条
は
そ
れ
ぞ
れ
、
第

１
号
溝
跡
が
第
10
地
点
の
第
１
号
溝
跡
、
第
７
号
溝
跡

が
第
11
地
点
の
第
７
号
溝
跡
か
ら
続
く
遺
構
で
あ
る
。

第
１
号
溝
は
幅
４
ｍ
程
で
、
深
さ
は
第
７
号
溝
跡
と
同

じ
１
・
４
ｍ
程
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
溝
跡
は
、
走
行

方
向
か
ら
互
い
に
交
わ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
掘
り
込
み

の
形
状
と
互
い
の
位
置
関
係
か
ら
Ｌ
字
に
屈
曲
、
な
い

し
は
交
差
す
る
可
能
性
が
高
い
。
新
旧
関
係
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。

第
20
地
点

撹
乱
が
著
し
く
、
遺
構
の
残
存
状
況
は
良
好
で
は
な

か
っ
た
。

調
査
区
の
全
面
に
わ
た
り
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
た

が
、
掘
立
柱
建
物
を
構
成
す
る
柱
穴
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
第
25
号
土
壙
と
第
31
号
土
壙
は
深
さ
が
１
ｍ

以
上
あ
り
、
地
下
式
壙
と
推
定
さ
れ
る
。
調
査
区
中
央

よ
り
や
や
西
側
で
検
出
さ
れ
た
第
51
号
土
壙
は
、
長
軸

が
北
西
‐
南
東
方
向
に
向
く
長
方
形
で
、
中
世
の
銭
貨

が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
土
壙
墓
の
可
能
性
が
あ
る
。

第
21
地
点

古
墳
時
代
の
第
２
号
住
居
跡
は
、
調
査
区
南
端
で
検

出
さ
れ
、
南
半
は
調
査
区
外
に
続
き
、
全
体
の
規
模
は

不
明
で
あ
る
。
一
辺
６
ｍ
程
の
比
較
的
大
型
の
住
居
で
、

カ
マ
ド
は
北
東
に
造
ら
れ
て
い
る
。
カ
マ
ド
の
遺
存
状

態
は
良
く
、
ソ
デ
に
は
、
底
部
を
欠
い
た
土
師
器
甕
２

個
体
が
逆
さ
ま
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
、
構
築
材

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
。
カ
マ
ド
周
辺
か
ら
多
く

の
土
器
が
出
土
し
た
ほ
か
、
主
柱
穴
の
覆
土
中
か
ら
土

師
器
坏
が
１
点
出
土
し
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
調
査
区
西
隅
で
重
複
し
て
検
出

さ
れ
た
住
居
は
、
第
４
地
点
１
ａ
・
１
ｂ
号
住
居
跡
の

南
半
部
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
第
１
号
住
居
跡
は
調
査

区
北
西
側
、
第
３
号
住
居
跡
は
東
側
、
第
４
号
住
居
跡

は
南
側
で
検
出
さ
れ
た
。
第
１
号
住
居
跡
は
、
一
辺
４

ｍ
程
の
方
形
で
、
カ
マ
ド
は
北
西
に
造
ら
れ
る
。
覆
土

は
浅
く
、
遺
存
状
態
は
良
好
で
は
な
い
が
、
カ
マ
ド
の

周
辺
か
ら
須す

恵え

器き

坏つ
き

が
出
土
し
た
。

中
・
近
世
の
遺
構
は
、
調
査
区
北
東
か
ら
南
西
方
向

に
か
け
て
、
溝
状
の
土
壙
群
が
２
列
並
ん
で
検
出
さ
れ

た
。
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ず
、
詳
細
な
年
代
は
不

明
で
あ
る
。
第
21
地
点
の
ピ
ッ
ト
の
多
く
は
こ
の
溝
よ

り
南
東
側
で
検
出
さ
れ
た
が
、
掘
立
柱
建
物
跡
を
構
成

す
る
柱
穴
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
第
17
号
土
壙
は
、

調
査
区
中
央
よ
り
や
や
西
側
で
検
出
さ
れ
、
長
軸
が
北

東
‐
南
西
方
向
に
向
く
長
方
形
の
掘
り
込
み
で
あ
る
。

深
さ
は
検
出
面
か
ら
１
・
５
ｍ
以
上
あ
り
、
ロ
ー
ム
質

の
黄
褐
色
土
と
黒
褐
色
土
で
互
層
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い

た
。
遺
物
は
か
わ
ら
け
が
出
土
し
た
。
第
31
号
土
壙
は
、

第
３
号
住
居
跡
の
南
側
に
接
し
て
検
出
さ
れ
た
。
楕
円

形
の
掘
り
込
み
で
、深
さ
は
２
ｍ
以
上
と
推
測
さ
れ
る
。

覆
土
か
ら
板い

た

碑び

や
石
製
品
の
破
片
と
見
ら
れ
る
緑

り
ょ
く

泥で
い

片へ
ん

岩が
ん

や
砂さ

岩が
ん

が
多
く
出
土
し
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

縄
文
時
代
で
は
、
第
19
地
点
で
当
該
期
と
推
定
さ
れ

る
土
壙
が
１
基
検
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
第
21
地
点

で
は
、
遺
構
の
覆
土
か
ら
縄
文
時
代
前
期
の
土
器
片
が

数
点
出
土
し
た
が
、
明
確
な
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。古

墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
は
、
第
19
地
点
と

第
21
地
点
で
竪
穴
住
居
跡
が
数
軒
確
認
さ
れ
、
周
辺
の

調
査
区
か
ら
も
こ
の
時
期
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
北
側
に
元
荒
川
低
地
を
望
む
集
落
が
、
台
地
の
縁

辺
部
か
ら
中
央
部
に
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
平
右
衛
門
遺
跡
周
辺
で
は
、
同
時
期
の
集
落

跡
の
調
査
例
は
少
な
い
一
方
で
、
近
隣
に
は
箕
田
古
墳

群
と
い
っ
た
古
墳
な
ど
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地
域

に
お
け
る
古
墳
の
造
営
や
人
々
の
生
活
の
歴
史
を
復
元

す
る
上
で
、
貴
重
な
成
果
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

中
・
近
世
に
関
し
て
は
、
第
19
地
点
の
溝
跡
は
、
平

右
衛
門
遺
跡
の
過
去
の
調
査
区
で
検
出
さ
れ
た
大
溝
か

ら
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
第
１
号
溝
跡
は
、

１
０
０
ｍ
近
い
規
模
で
あ
り
、
台
地
の
縁
辺
部
に
造
ら

れ
た
館
の
堀
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

第
19
地
点
で
は
、
遺
構
と
し
て
確
認
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
南
北
方
向
（
第
７
号
溝
跡
）
と
東
西
方
向
（
第

１
号
溝
跡
）
の
２
条
の
大
溝
の
交
差
が
推
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
溝
跡
は
、
周
辺
で
み
つ
か
っ
た
土
壙
や
井
戸

な
ど
と
含
め
て
、
方
形
区
画
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
、
館

の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

第 20 地点 調査区全景

第 21 地点 調査区全景

第 21 地点 第 2 号竪穴住居跡
カマドソデ土器出土状況
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

宮
前
遺
跡
は
、
鴻
巣
市
大
字
宮
前
字
本ほ

ん

田で
ん

に
所
在
す

る
。
標
高
約
15
ｍ
～
18
ｍ
の
台
地
に
立
地
し
、
西
に
荒あ

ら

川か
わ

が
南
流
す
る
。
調
査
区
南
側
は
、
戦
後
の
造
成
に
よ

り
平
坦
な
地
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
は
、
荒

川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
氾
濫
平
野
（
低
地
）
で
あ
っ

た
。
近
世
以
前
は
沼

し
ょ
う

沢た
く

地
で
あ
っ
た
。
現
在
も
湧
水
が

あ
り
、
市
の
水

源
地
が
置
か
れ

て
い
る
。

遺
跡
は
昭
和

51
年
（
１
９
７
６

年
）
に
、「
古
墳

か
ら
奈
良
・
平

安
時
代
の
大
規

模
な
集
落
遺
跡
」

と
し
て
埼
玉
県

重
要
遺
跡
に
選

定
さ
れ
て
い
る
。

周
辺
に
は
、
台
地

縁
辺
部
に
縄
文

時
代
か
ら
近
世

に
か
け
て
の
遺

跡
が
分
布
す
る
。

登
の
ぼ
り

戸と

新し
ん

田で
ん

遺
跡

で
は
、
縄
文
時
代

後
期
初
頭
か
ら

前
葉
の
遺
物
が
、

宮み
や

前ま
え

本ほ
ん

田で
ん

遺
跡
、

宮
前
本
田
北
遺

跡
か
ら
は
縄
文

時
代
中
期
後
半

の
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
。
宮
前
本
田
遺
跡
で
は
、
８
世

紀
初
頭
の
竪
穴
住
居
跡
が
１
軒
検
出
さ
れ

た
。本

遺
跡
の
第
１
次
、
２
次
調
査
で
は
、

縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時

代
、
中
・
近
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
３
次
調
査
で
は
、
第
２
次
調
査
に
引
き
続
き
、
縄

文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
中
・
近
世

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

調
査
区
は
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
お
り
、

遺
構
の
分
布
、
地
質
や
環
境
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
、

高
所
の
北
側
を
「
台
地
」、低
所
の
南
側
を
「
低
地
」、「
台

地
」
か
ら
「
低
地
」
へ
移
行
す
る
部
分
を
「
台
地
縁
辺
」

と
呼
称
す
る
。

昨
年
度
か
ら
継
続
し
、第
２
地
点
の
調
査
を
行
っ
た
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
縄
文
時
代
が
竪
穴
住
居
跡
、
焼

土
跡
、土
壙
、遺
物
包
含
層
、古
墳
時
代
が
竪
穴
住
居
跡
、

奈
良
・
平
安
時
代
が
土
壙 

、
中
・
近
世
が
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建た
て

物も
の

跡あ
と

、
土
壙
、
井
戸
跡
、
溝
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
時
期

不
明
の
ピ
ッ
ト
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。

第
３
地
点
は
表
土
掘
削
の
み
を
実
施
し
た
。

縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
い
ず
れ
も
後
期
初
頭
か
ら
中

葉
（
約
４
４
０
０
～
３
５
０
０
年
前
）
の
遺
構
と
考
え

ら
れ
る
。
竪
穴
住
居
跡
の
壁
は
や
や
不
明
瞭
で
、
炉
跡

と
柱
穴
が
確
認
で
き
た
も
の
が
１
軒
、
他
の
３
軒
は
炉

跡
と
考
え
ら
れ
る
焼
土
跡
と
柱
穴
の
確
認
か
ら
、
住
居

跡
と
判
断
し
た
。
土
壙
は
、
台
地
か
ら
台
地
縁
辺
に
か

け
て
71
基
が
分
布
し
て
い
た
。
特
に
第
１
５
３
号
土
壙

は
、
径
２
・
６
ｍ
、
底
径
３
・
４
ｍ
、
深
さ
２
・
０
ｍ
に

も
及
び
、
底
面
中
央
に
小
さ
な
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ

た
。
低
地
部
分
に
は
土
器
を
含
ん
だ
遺
物
包
含
層
が
堆

積
し
、
焼
土
跡
６
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
。
出
土
し
た
土

器
は
、
上
層
で
は
縄
文
時
代
後
期
中
葉
の
も
の
が
主
体

で
、
中
層
で
は
前
期
前
葉
か
ら
後
期
前
葉
の
も
の
が
多

■ 所在地

鴻巣市大字宮前字本田３３９－２

番地他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

3,100 ㎡ （発掘調査） ＋ 4,600

㎡ （表土掘削）

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

縄文 （住居跡 4 ・ 焼土跡 4 ・ 土

壙 71 ・ 遺物包含層 1）

古墳 （住居跡 1）

奈良 ・ 平安 （土壙 1）

中 ・ 近世 （掘立柱建物跡 3 ・ 土

壙 57 ・ 井戸跡 6 ・ 溝跡 1）

時期不明 （ピット 200）

宮み
や

前ま
え

遺
跡
（
第
３
次
）
鴻
巣
市

遺跡全景

第 153 号土壙 土層断面
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い
。
下
層
に
は
草
創
期
か
ら
早
期
の
遺
物
が
含
ま
れ
て

い
た
。
草
創
期
の
爪つ

め

形が
た

文も
ん

土ど

器き

は
、
全
国
的
に
も
発
見

例
が
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
低
地
の
谷
底
か
ら
検
出
さ

れ
る
こ
と
も
珍
し
い
。

古
墳
時
代
の
遺
構
は
、
台
地
縁
辺
か
ら
竪
穴
住
居
跡

１
軒
が
検
出
さ
れ
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
構
は
、
台
地
上
か
ら
土
壙
１

基
が
検
出
さ
れ
た
。

中
・
近
世
の
遺
構
は
、
台
地
上
で
掘
立
柱
建
物
跡
３

棟
、
土
壙
57
基
、
井
戸
跡
６
基
、
低
地
の
埋
没
土
壌
中

か
ら
溝
跡
１
条
が
検
出
さ
れ
た
。
溝
跡
は
昨
年
度
検
出

さ
れ
た
第
１
号
、
第
２
号
溝
跡
な
ど
に
連
続
し
、
方
形

の
区
画
を
構
成
し
た
館
の
堀
跡
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

［
　
編へ
ん

組そ

製
品
の
記
録
作
業
　
］

令
和
４
年
度
、
第
２
地
点
で
出
土
し
た
編
組
製
品
に

つ
い
て
、
三
次
元
写
真
測
量
記
録
を
作
成
し
た
。
終
了

後
、
材
質
の
同
定
と
年
代
測
定
の
た
め
自
然
科
学
分
析

を
実
施
し
、
運
搬
を
可
能
に
す
る
た
め
固
定
処
理
を

行
っ
た
。
固
定
処
理
は
強
化
剤
の
水
溶
液
を
編
組
製
品

に
浸
透
さ
せ
た
。
編
組
製
品
の
下
部
に
付
着
し
て
い
る

粘
土
が
か
な
り
強
化
さ
れ
、
編
組
製
品
自
体
に
含
ま
れ

て
い
る
水
分
も
半
分
程
度
強
化
剤
に
置
換
さ
れ
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

縄
文
時
代
に
つ
い
て
は
、
台
地
上
か
ら
木
の
実
や
根

菜
類
の
貯
蔵
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
土
壙
が
、
低

地
に
望
む
台
地
の
縁
辺
部
か
ら
住
居
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
集

中
し
て
検
出
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
後
期
の
典
型
的
な
土

地
利
用
を
示
す
集
落
形
態
で
あ
る
。

低
地
部
分
で
は
黒
色
土
が
厚
く
堆
積
し
、
台
地
上
で

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
縄
文
時
代
各
時
期
の
遺
物
が
検
出

さ
れ
た
。
最
下
層
か
ら
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
の
爪
形

文
土
器
が
検
出
さ
れ
、
縄
文
時
代
開
始
直
後
か
ら
土
砂

の
流
入
に
よ
る
谷
の
埋
没
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
下
層
か
ら
は
早
期
撚よ

り

糸い
と

文も
ん

期き

か
ら
条

じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

期き

ま
で

の
土
器
片
が
見
つ
か
り
、
断
続
的
に
周
辺
部
で
の
活
動

が
想
定
さ
れ
る
。
下
層
か
ら
中
層
に
か
け
て
は
前
期
前

半
の
土
器
が
少
量
検
出
さ

れ
、
中
葉
か
ら
後
半
の
土

器
は
見
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
当
該
期
に
は
居

住
域
と
し
て
は
利
用
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

中
期
に
な
っ
て
も
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
継
続
す
る
。

後
期
に
な
っ
て
再
び
周
辺

地
域
で
の
活
動
が
活
発
化

し
、
上
層
か
ら
後
期
初
頭

の
土
器
片
が
少
量
、
前
葉

の
土
器
片
が
多
量
に
検
出

さ
れ
、
後
期
前
葉
で
最
盛

期
を
迎
え
て
い
る
。
後
期

中
葉
に
な
る
と
再
び
遺
物

が
少
な
く
な
り
、
縄
文
時

代
の
遺
物
は
こ
の
時
期
で

途
絶
え
る
。

古
墳
・
奈
良
・
平
安
時

代
に
つ
い
て
は
、
過
去
２

年
間
の
調
査
と
合
わ
せ
る

と
、
台
地
か
ら
台
地
縁
辺

で
は
、
竪
穴
住
居
跡
は
重

複
や
カ
マ
ド
の
付
け
替
え

が
多
く
、
継
続
し
て
集
落

が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

中
・
近
世
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
検
出
さ
れ
た
大
溝

に
連
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
溝
跡
が
、
低
地
の
埋
没
土

壌
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
大
溝
で
区
画
さ
れ
た
内
側
か

ら
は
、
か
わ
ら
け
を
大
量
に
出
土
し
た
土
壙
、
井
戸
跡
、

地
下
式
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
館
の
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第 156 号土壙

調査区全景 （低地）

第 107 号住居跡 遺物出土状況
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金か
な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺
跡
（
第
３
次
）
上
里
町

［
　
立
地
と
環
境
　
］

金
久
保
内
出
遺
跡
は
、
児
玉
郡
上
里
町
金
久
保
に
所

在
し
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
神
保
原
駅
か
ら
北
西
３
㎞
に
位
置

し
て
い
る
。
遺
跡
の
所
在
す
る
児
玉
郡
上
里
町
は
、
東

を
本
庄
市
、
南
を
児
玉
郡
神
川
町
、
神か

ん

流な

川が
わ

を
挟
ん
で

西
を
群
馬
県
藤
岡
市
、
烏

か
ら
す

川が
わ

や
利と

根ね

川が
わ

を
挟
ん
で
北
を

佐
波
郡
玉
村
町
と
接
し
て
い
る
。

遺
跡
は
神
流
川
扇せ

ん

状じ
ょ
う
ち地

末
端
の
台
地
上
に
立
地
し
、

標
高
は
約
59
・
８
ｍ
で
あ
る
。
遺
跡
の
北
側
と
西
側
は
、

神
流
川
が
流
れ
る
低
地
に
向
か
い
傾
斜
し
て
い
る
。
こ

の
神
流
川
は
烏
川
、
利
根
川
と
合
流
し
、
遺
跡
は
こ
れ

ら
河
川
の
結
節
点
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、

遺
跡
の
北
側
に
忍お

し

保ぼ

川が
わ

、
東
側
に
は
御ご

陣じ
ん

場ば

川が
わ

な
ど
利

根
川
水
系
の
小
規
模
な
河
川
が
存
在
す
る
。

上
里
町
に
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
群
集
墳
で
あ
る

旭あ
さ
ひ・

小お

島じ
ま

古
墳
群
や
大お

お

御み

堂ど
う

古
墳
群
、
青あ

お

柳や
ぎ

古
墳
群
、

帯た
て

刀わ
き

古
墳
群
が
所
在
す
る
。
ま
た
、
金
久
保
内
出
遺
跡

の
北
側
に
毘び

沙し
ゃ

吐と

古
墳
群
が
位
置
し
て
お

り
、
周
辺
か
ら
埴
輪
片
も
わ
ず
か
な
が
ら

出
土
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
の
集
落
遺
跡

に
は
、
神
流
川
扇
状
地
の
原
遺
跡
、
前
原

遺
跡
や
田た

ど
お
し通

遺
跡
、
北き

た

稲い
ね

塚づ
か

遺
跡
、
金
久

保
内
出
遺
跡
が
あ
る
。
今
年
度
調
査
が
行

わ
れ
た
下し

も

長な
が

塚つ
か

遺
跡
に
お
い
て
も
、
古
墳

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
７
軒
確
認
さ
れ
て

い
る
。
金
久
保
内
出
遺
跡
に
お
い
て
、
見

つ
か
っ
た
竪
穴
住
居
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
古

墳
時
代
で
、
周
辺
に
は
古
墳
時
代
の
集
落

が
広
く
分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
で
は
、
前
述

の
田
通
遺
跡
、
北
稲
塚
遺
跡
の
ほ
か
、
寺て

ら

西に
し

遺
跡
や
油

あ
ぶ
ら

免め
ん

遺
跡
が
平
安
時
代
前
期
と

さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
中
頃
か
ら
後
期

に
か
け
て
は
、
田た

中な
か

西に
し

遺
跡
、
日に

ち

月げ
つ

遺
跡
、

水み
ず

引ひ
き

塚づ
か

遺
跡
、
中な

か

長お
さ

遺
跡
、
中な

か

堀ぼ
り

遺
跡
が

あ
る
が
、
竪
穴
住
居
跡
の
数
が
徐
々
に
減

少
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

神
流
川
沿
い
の
大
字
五ご

み
ょ
う明

や
そ
の
周
辺
で

は
五ご

み
ょ
う明

廃は
い

寺じ

や
皀さ

い

樹か
ち

原は
ら

遺
跡
、
中
堀
遺
跡

か
ら
寺
院
と
思
わ
れ

る
遺
構
が
確
認
さ
れ
、

多
く
の
瓦
が
出
土
し

て
い
る
。
な
か
で
も

五
明
廃
寺
よ
り
出
土
し
た
瓦
は
、
上

こ
う
ず
け
の野

国く
に

新に
っ

田た

郡ぐ
ん

の
寺て

ら

井い

廃は
い

寺じ

（
現
：
群
馬
県
太
田
市
）
や
佐さ

位い

郡ぐ
ん

の
上か

み

植う
え

木き

廃は
い

寺じ

（
現
：
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
と
文
様
が
共
通
し
て

お
り
、
上
野
国
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
遺
跡
と
し
て
、
金か

な

窪く
ぼ

城じ
ょ
う（

館
）
跡
が
金

久
保
内
出
遺
跡
の
北
東
に
あ
る
。
ま
た
、
神
流
川
に
沿

う
よ
う
に
し
て
、
安あ

保ぼ

氏し

館
跡
、
長な

が

浜は
ま

氏し

館
跡
、
勅て

使し

河が

原わ
ら

氏し

館
跡
な
ど
、
鎌
倉
武
士
団
丹た

ん

党と
う

に
関
係
す
る
館

跡
が
見
ら
れ
る
。
戦
国
時
代
末
期
の
滝
川
氏
と
後
北
条

氏
が
神
流
川
を
挟
ん
で
衝
突
し
た
神
流
川
合
戦
で
は
、

金
窪
城
跡
が
滝
川
方
の
攻
勢
に
よ
っ
て
落
城
し
た
と
の

記
録
が
残
る
。

金
久
保
内
出
遺
跡
は
、

昭
和
56
年
に
県
営
圃
場

整
備
事
業
上
里
北
部
地

区
工
事
に
伴
い
、
上
里

町
教
育
委
員
会
が
第
１

次
調
査
を
行
っ
た
。
令

和
４
年
度
か
ら
は
、
一

般
国
道
17
号
（
本
庄
道

路
Ⅰ
期
）
建
設
事
業
に

伴
い
、
公
益
財
団
法
人

埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
事
業
団
が
調
査
を
行

い
、
令
和
５
年
度
は
第
３
次
調
査
と
な
る
。

第
１
次
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
後
半
か
ら
奈
良
時
代

に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡
、
第
２
次
調
査
で
は
、
縄
文

時
代
の
遺
物
集
中
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
、

掘
立
柱
建
物
跡
、
土
壙
、
溝
跡
、
中
・
近
世
の
掘
立
柱

建
物
跡
、
土
壙
墓
、
土
壙
、
溝
跡
、
ピ
ッ
ト
な
ど
が
検

出
さ
れ
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
３
次
調
査
で
は
、
第
１
地
点
、
第
３
地
点
、
第
４

地
点
を
調
査
し
た
。
地
点
は
、
町
道
（
三
国
街
道
）
を

挟
ん
だ
東
側
を
第
１
地
点
、西
側
を
第
３
地
点
と
し
た
。

■ 所在地

児玉郡上里町大字金久保 989

他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

8,228 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

第 1 地点

　�縄文 （土器集中 2）、 古墳 （住

居跡 2）、 奈良 （住居跡 2）

第 3 地点

　�縄文 （住居跡 1 ・ 土器集中 1）、

古 墳 （ 土 器 集 中 5 ・ 住 居 跡

34 ・ 土壙 20 ・ ピット 85） 中 ・

近世 （土壙墓 3 ・ 土壙 160 ・

溝跡 7 ・ 柵跡 1 ・ ピット 450）

第 4 地点

　�縄文 （土器集中 1）、 古墳 （住

居跡 16）、 中 ・ 近世 （土壙墓

2 ・ 土壙 80 ・ 井戸跡 2 ・ 溝跡

18 ・ ピット 140）

第 1 地点調査区全景

調査区位置図

第 3 地点

第 4 地点

第 1 地点

第 2 地点
（令和4年度終了）
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今
年
度
か
ら
調
査
し
た
第
４
地
点
は
、
第
３
地
点
の
東

側
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
、
第
２
地
点
の
調
査
は
令

和
４
年
度
に
終
了
し
て
い
る
。
調
査
で
は
、縄
文
時
代
、

古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
、
中
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

な
お
、
遺
構
番
号
は
第
２
次
調
査
か
ら
継
続
し
て
付

し
た
。

第
１
地
点

第
３
次
調
査
で
は
、
第
二
面
の
調
査
を
行
い
、
縄
文

時
代
の
遺
物
包
含
層
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か

け
て
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
の
遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
調
査

区
の
西
端
と
東
端
で
、
そ
れ
ぞ
れ
縄
文
前
期
の
土
器
集

中
２
箇
所
が
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
の
遺
構
は
、住
居
跡
が
２
軒
検
出
さ
れ
た
。

第
44
号
住
居
跡
は
、
南
北
軸
約
５
・
５
ｍ
、
東
西
軸
約

６
ｍ
の
大
型
の
住
居
跡
で
あ
る
。
カ
マ
ド
の
残
存
状
況

は
良
好
で
、
燃
焼
部
か
ら
煙え

ん

道ど
う

に
か
け
て
残
存
長
約
２

ｍ
あ
り
、
左
右
の
ソ
デ
内
部
か
ら
は
、
構
築
材
に
転
用

さ
れ
た
土は

師じ

器き

甕か
め

一
対
が
ほ
ぼ
完
形
で
出
土
し
た
。

奈
良
時
代
の
遺
構
は
、住
居
跡
が
２
軒
検
出
さ
れ
た
。

第
42
号
住
居
跡
は
、
床
面
の
直
上
か
ら
８
世
紀
後
半
と

考
え
ら
れ
る
須す

恵え

器き

坏つ
き

蓋ふ
た

が
出
土
し
た
。

第
３
地
点

第
２
次
調
査
で
は
、
第
一
面
の
調
査
を
行
い
中
・
近

世
の
土
壙
、
溝
跡
、
ピ
ッ
ト
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
第

３
次
調
査
で
は
、
第
２
次
調
査
か
ら
続
く
第
一
面
の
調

査
を
行
っ
た
の
ち
、
第
二
面
の
調
査
を
行
っ
た
。
第
二

面
で
は
縄
文
時
代
の
土
器
集
中
や
、
古
墳
時
代
の
竪
穴

住
居
跡
、
土
壙
、
ピ
ッ
ト
、
土
器
集
中
な
ど
が
検
出
さ

れ
た
。

縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
調
査
区
の
西
端
か
ら
縄
文
時

代
前
期
の
竪
穴
住
居
跡
、
土
器
集
中
１
箇
所
が
検
出
さ

れ
た
。
第
82
号
住
居
跡
か
ら
は
、
土
器
片
、
黒
曜
石
製

の
石せ

き

鏃ぞ
く

や
剥は

く

片へ
ん

な
ど
が
出
土
し
た
。

古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
は
多
く
が
重
複
し
て
検
出

さ
れ
た
。
古
墳
時
代
後
期
の
住
居
跡
が
調
査
区
西
側
に

集
中
し
、
古
墳
時
代
終
末
か
ら
奈
良
時
代
初
頭
の
住
居

跡
は
調
査
区
の
東
側
と
西
側
に
分
布
し
て
い
た
。
後
期

の
住
居
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
辺
５
ｍ
前
後
の
規
模
で

あ
っ
た
。
第
67
号
住
居
跡
、
第
70
号
住
居
跡
は
残
存
状

態
が
良
好
で
、
カ
マ
ド
の
燃
焼
部
か
ら
土は

師じ

器き

坏つ
き

が
伏

せ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
カ
マ
ド
廃
棄
に
伴
う
祭さ

い

祀し

に
関
連

す
る
遺
物

と
推
測
さ

れ

る
。

古

墳
時
代
終

末
か
ら
奈

良
時
代
初

頭
の
竪
穴

住
居
跡
は
、

残
存
状
態

が
悪
か
っ

た
。

調

査

区
西
側
の

第
83
号
・
第
84
号
・
第
86
号
住
居
跡
か
ら
は
、
８
世
紀

前
半
の
土
師
器
坏
や
甕
が
出
土
し
た
。
調
査
区
西
側
か

ら
は
、
古
墳
時
代
の
土
器
集
中
箇
所
５
箇
所
が
検
出
さ

れ
た
。
な
か
で
も
、
調
査
区
中
央
北
側
よ
り
に
位
置
す

る
６
世
紀
代
に
形
成
さ
れ
た
土
器
集
中
４
は
、
南
北
７

ｍ
、東
西
４
ｍ
の
範
囲
か
ら
多
量
の
土
器
が
出
土
し
た
。

遺
物
は
土
師
器
坏
や
甕
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
土
師
器

坏
は
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
ま
た
、
一
部
に

須
恵
器
台
付
長

ち
ょ
う

頸け
い

壺こ

や
臼う

す

玉だ
ま

が
確
認
で
き
た
。
土
器
集

中
は
周
辺
の
竪
穴
住
居
跡
と
重
複
が
な
く
、
７
世
紀
後

半
ま
で
埋
没
せ
ず
に
当
時
の
地
表
面
か
ら
確
認
で
き
る

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
何
ら
か
の
特
別

な
意
味
を
持
つ
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
面
の
中
世
の
第
４
５
８
号
・
５
０
９
号
・

５
１
１
号
土
壙
の
３
基
は
、
人
骨
が
残
存
し
て
い
た

土
壙
墓
で
あ
る
。
第
４
５
８
号
土
壙
は
、
横
向
き
で

屈く
っ

葬そ
う

さ
れ
て

い
た
と
考
え

ら
れ
、
人
骨

は
腕
と
脚
部

の
一
部
の
み

見

つ

か

っ

た
。
人
骨
の

大
き
さ
か
ら

成
人
と
見
ら

れ
る
が
、
性

別

は

不

明

で
あ
る
。
第

５
０
９
号
土

壙
は
、
横
向

き
で
屈
葬
さ
れ
、
東
向
き
に
埋
葬
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
脚
部
か
ら
胸
部
に
か
け
て
永え

い

楽ら
く

通つ
う

宝ほ
う

６
枚
が
出
土

し
た
。
人
骨
の
大
き
さ
か
ら
成
人
と
見
ら
れ
る
。
第

５
１
１
号
土
壙
は
、
頭
部
及
び
上
半
身
は
西
を
向
き
、

第 1 地点 第 42 号住居跡 遺物出土状況

第 1 地点 縄文土器出土状況

第 3 地点調査区全景

第 458 号土壙 人骨出土状況 第 3 地点 第 70 号住居跡
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足
を
胡あ

ぐ

ら坐
の
よ
う
に
組
ん
だ
状
態
で
埋
葬
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
人
骨
の
大
き
さ
か
ら
成
人
と
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
第
２
次
調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
土
壙

墓
群
に
連
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
土
壙

墓
は
、
第
22
号
溝
跡
を
掘
り
込
ん
で
お
り
、
土
壙
墓
が

形
成
さ
れ
た
段
階
で
は
、
溝
が
あ
る
程
度
埋
没
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
４
地
点

第
一
面
か
ら
は
、
中
・
近
世
の
土
壙
墓
、
土
壙
、
井

戸
跡
、
溝
跡
、
ピ
ッ
ト
、
第
二
面
か
ら
は
縄
文
時
代
の

土
器
集
中
、古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。

遺
構
の
分
布
は
、調
査
区
の
北
側
に
集
中
し
て
い
る
が
、

調
査
区
南
西
部
分
を
中
心
に
後
世
の
撹か

く

乱ら
ん

を
受
け
、
遺

構
は
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
調
査
区
南
側
よ
り
縄
文
土
器

が
出
土
す
る
土
器
集
中
１
箇
所
が
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
の
第
57
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
の
形
状
や

共
伴
す
る
土
器
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
住

居
に
カ
マ
ド
が
導
入
さ
れ
た
時
期
（
古
墳
時
代
中
期
）

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
現
期
の
カ
マ
ド
は
、「
初

期
カ
マ
ド
」
と
も
呼
ば
れ
、
埼
玉
県
内
の
調
査
事
例
は

多
く
な
い
。
第
60
号
住
居
跡
は
調
査
区
南
東
で
検
出
さ

れ
た
。
一
辺
約
２
・
５
ｍ
の
小
型
の
竪
穴
住
居
跡
で
、

カ
マ
ド
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
遺
構
中
央
の
床
面
直

上
よ
り
、
６
世
紀
後
半
の
須
恵
器
を
模
倣
し
た
土
師
器

高た
か

坏つ
き

が
２
点
出
土
し
た
。
第
63
号
住
居
跡
は
調
査
区
北

東
で
検
出
し
た
。
重
複
す
る
第
64
号
住
居
跡
よ
り
新
し

い
。
遺
構
の
中
央
付
近
か
ら
、
滑か

っ

石せ
き

製
の
臼
玉
が
複
数

点
出
土
し
た
。
調
査
区
西
側
か
ら
は
、
後
期
の
竪
穴
住

居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
第
77
号
住
居
跡
は
、
南
北
軸
約

４
ｍ
、
東
西
軸
約
３
・
８
ｍ
の
住
居
跡
で
、
東
辺

に
カ
マ
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
出
土
し
た
遺

物
か
ら
７
世
紀
中
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
面
で
あ
る
中
・
近
世
の
遺
構
は
、
第

４
５
３
号
土
壙
と
Ｄ
‐
14
グ
リ
ッ
ド
第
18
号
ピ
ッ

ト
か
ら
は
人
骨
が
見
つ
か
っ
た
。
骨
の
残
存
状

況
が
悪
い
た
め
埋
葬
さ
れ
た
向
き
や
体
勢
、
性

別
、
骨
の
部
位
な
ど
の
被
葬
者
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
調
査
区
西
側
か
ら
検
出
さ
れ
た
第
１

号
井
戸
跡
は
、
直
径
約
４
・
５
ｍ
を
超
え
て
お
り
、

検
出
面
約
１
ｍ
下
か
ら
は
石
組
み
が
確
認
さ
れ

た
。
か
わ
ら
け
片
や
陶
器
片
が
出
土
し
、
遺
物

の
年
代
は
14
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
区

東
か
ら
は
、
最
大
幅
２
ｍ
を
超
え
る
第
31
号
溝

跡
が
検
出
さ
れ
た
。　

［
　
ま
と
め
　
］

金
久
保
内
出
遺
跡
は
神
流
川
扇
状
地
に
形
成

さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
第
３
次
調
査
で
は
、
縄

文
時
代
、
古
墳
時
代
、
古
代
、
中
・
近
世
の
多
く
の
遺

構
・
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
の
土
器
を
多
量
に

出
土
す
る
土
器
集
中
が
４
箇
所
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
で
は
、
５
世
紀
か
ら
８
世

紀
後
半
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
古

墳
時
代
後
期
の
約
１
０
０
年
間
、
住
居
の
建
て
替
え
を

繰
り
返
し
な
が
ら
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
竪
穴
住
居
跡
群
の
分
布
は
、
第
３
地
点
の
土

器
集
中
１
の
西
側
の
一
群
、
第
３
地
点
の
南
側
か
ら
第

４
地
点
の
北
側
の
一
群
、
第
１
地
点
の
一
群
が
確
認
で

き
た
。
中
で
も
、
第
１
地
点
の
一
群
は
第
３
、
第
４
地

点
の
住
居
跡
群
よ
り
新
し
く
、
集
落
の
北
か
ら
南
へ
の

展
開
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
５
世
紀
か
ら
遡
る
時
期
の
遺
構
は
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
土
地
は
縄
文
時
代
前
期
か
ら
古
墳
時

代
中
期
ま
で
、
人
々
の
生
活
域
で
は
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
加
え
て
、
８
世
紀
後
半
以
降
は
竪
穴
住
居
跡

も
検
出
さ
れ
ず
、
集
落
が
断
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
１
地
点

の
南
側
を

調
査
し
た
、

金
久
保
内

出
遺
跡
第

１
次
調
査

に
お
い
て

も
、
８
世

紀
後
半
以

降
の
平
安

時
代
に
か

か
る
遺
構

は
確
認
さ

れ
て
い
な

い
。

中
・
近
世
で
は
、
第
４
地
点
か
ら
新
た
に
井
戸
跡
が

２
基
検
出
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
石
組
み
の
井
戸
で
、
同

時
期
の
掘
立
柱
建
物
跡
に
付
随
し
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
第
２
次
調
査
に
て
検
出
さ
れ
た
大
型
掘
立

柱
建
物
跡
の
第
22
号
溝
跡
の
覆
土
中
か
ら
、
土
壙
墓
が

２
基
確
認
さ
れ
た
。
当
初
、
第
22
号
溝
跡
の
形
成
時
期

は
、
調
査
区
北
東
に
位
置
す
る
金
窪
城
に
付
随
す
る
施

設
と
捉
え
て
戦
国
時
代
末
期
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

土
壙
墓
群
が
展
開
し
た
時
期
に
は
す
で
に
埋
没
が
進
ん

で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
３
次
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
金
久
保
内

出
遺
跡
の
人
々
の
営
み
を
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
一
方
、
８
世
紀
後
半
に
起
き
た
集
落
断
絶
の
理

由
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
中
世
に
お
い
て
は
、
上
里
町
内
で
も
発

見
例
の
少
な
い
14
世
紀
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
跡

の
北
に
位
置
す
る
金
窪
城
と
の
関
係
や
、
上
里
町
の
中

世
の
様
相
を
解
明
す
る
貴
重
な
発
見
と
な
っ
た
。

第 4 地点調査区全景

第 4 地点 第 63 号住居跡

第 4 地点 第 63 号住居跡 臼玉出土状況
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

清
水
南
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
神
保
原
駅
か
ら
北
西

に
約
１
・
４
㎞
の
上
里
町
金
久
保
地
内
に
所
在
し
、
神か

ん

流な

川が
わ

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地
す

る
。遺

跡
の
周
辺
は
、
三
つ
の
河
川
が
合
流
す
る
。
南
西

部
か
ら
神
流
川
が
北
流
し
、
西
部
か
ら
流
れ
る
烏

か
ら
す

川が
わ

と

合
流
す
る
。
さ
ら
に
北
東
部
で
烏
川
と
利と

根ね

川が
わ

が
合
流

す
る
。
清
水
南
遺
跡
は
、
そ
う
し
た
河
川
の
合
流
点
に

位
置
し
て
い
る
。
ま
た
北
部
を
流
れ
る
烏
川
と
の
間
に

は
、
忍お

し

保ぼ

川が
わ

が
東
流
し
て
い
る
。

遺
跡
は
、
昭
和
52
年
に
、
忍
保
川
の
用
水
路
新
設
工

事
に
伴
い
第
１
次
調
査
が
実
施
さ
れ
、
古
墳
時
代
か
ら

奈
良
時
代
頃
の
集
落
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
の

遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
遺
構
等
か
ら
縄
文
前

期
の
土
器
や
石
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
た
め
、
周
辺

に
集
落
が
所
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
周
辺
に
は
、集
落
が
営
ま
れ
た
。

隣
接
す
る
金
久
保
内
出
遺
跡
で
は
５
世
紀
後
半
か
ら
９

世
紀
後
半
ま
で
の
竪
穴
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
継
続
的
に
集
落
が
営
ま

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・

平
安
時
代
の
集
落
は
、
神
流
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

自
然
堤
防
の
縁
辺
部
に
多
く
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
。

中
世
で
は
、
金か

な

窪く
ぼ

城
じ
ょ
う

跡あ
と

が
清
水
南
遺
跡
の
北
西
部

に
隣
接
す
る
。
平
安
時
代
後
期
に
当
た
る
治じ

し
ょ
う承

年
間

(

１
１
７
７
～
１
１
８
１)

に
武
蔵
七
党
の
一
つ
で
あ

る
丹た

ん

党と
う

に
属
す
る
加か

治じ

家い
え

季し
げ

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
。
ま
た
元
弘
年
間
（
１
３
３
１
～

１
３
３
４)

に
は
金
窪
城
が
新に

っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

に
よ
っ
て
修
復

さ
れ
、畑は

た

時と
き

能よ
し

に
城
を
守
ら
せ
た
と
い
う
伝
承
も
残
る
。

加
え
て
、
戦
国
時
代
に
は
天
正
10
年(

１
５
８
２)

に

発
生
し
た
神
流
川
合
戦
の
際
に
、
滝た

き

川が
わ

一か
ず

益ま
す

に
よ
っ
て

攻
め
落
と
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

清
水
南
遺
跡
第
２
次
調
査
で
は
、古
代
の
集
落
跡
と
、

中
世
の
掘
立
柱
建
物
跡
お
よ
び
区
画
施
設
と
考
え
ら
れ

る
溝
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

調
査
区
は
道
路
を
挟
ん
で
３
箇
所

に
わ
か
れ
て
い
る
。
東
側
を
第
１
地

点
、
西
側
を
第
２
地
点
、
北
東
部
を

第
３
地
点
と
し
、
第
１
地
点
と
第
３

地
点
を
先
行
し
て
調
査
し
、
そ
の
後

に
第
２
地
点
の
調
査
を
実
施
し
た
。

古
代古

代
の
遺
構
は
竪
穴
住
居
跡
４
軒
、

土
壙
１
基
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
構
は
、

主
に
第
２
地
点
の
北
側
か
ら
第
３
地

点
に
か
け
て

検

出

さ

れ
、

集
落
は
遺
跡

の
北
側
に
広

が
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ

る
。
竪
穴
住

居
跡
は
い
ず

れ
も
第
２
地

点
か
ら
検
出

さ
れ
た
。
西

側
か
ら
検
出

さ
れ
た
第
１

号
、
第
２
号
住
居
跡
は
、
い
ず
れ
も
遺
物
量
は
少
な

か
っ
た
。
第
１
号
住
居
跡
で
は
床
面
か
ら
９
世
紀
代
前

半
の
須す

恵え

器き

壺つ
ぼ

、
第
２
号
住
居
跡
の
カ
マ
ド
か
ら
は
８

世
紀
後
半
の
土は

師じ

器き

壺
が
出
土
し
た
。
第
２
地
点
北
壁

際
で
検
出
さ
れ
た
第
３
号
、
第
４
号
住
居
跡
は
、
覆
土

中
か
ら
奈
良

時
代
後
半
の

須
恵
器 

土

師
器
が
ま
と

ま
っ
て
出
土

し
た
。
第
３

地
点
で
も
奈

良
時
代
後
半

の
遺
物
が
多

く
出
土
し
た

土
壙
が
検
出

さ
れ
た
。

中
世中

世
の
遺
構
は
、
竪
穴
状
遺
構
８
基
、
掘
立
柱
建
物

跡
４
棟
、
土
壙
墓
３
基
、
火
葬
施
設
１
基
、
土
壙
１
基
、

溝
跡
４
条
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
遺
物
が
出
土
し
な
い

た
め
詳
細
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
ピ
ッ
ト
の
大
半
が
中

世
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
は
調
査
区
全
体
に
分
布
す
る
。

第
１
地
点
の
南
東
部
に
遺
構
が
密
集
す
る
の
に
対
し
、

第
１
地
点
の
北
東
部
お
よ
び
南
西
部
と
第
２
地
点
の
東

側
は
少
な
い
。

第
１
地
点
中
央
部
か
ら
確
認
さ
れ
た
第
１
号
掘
立
柱

建
物
跡
は
、
長
軸
11
・
８
ｍ
、
短
軸
６
・
０
ｍ
の
規
模

で
あ
る
。
柱
穴
が
二
重
に
巡
り
、
母
屋
の
周
囲
に
下
屋

ま
た
は
濡
れ
縁
が
巡
る
構
造
と
推
測
で
き
る
。
建
物
の

中
央
部
に
も
柱
穴
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
床
張
り

の
建
物
と
考
え
ら
れ
る
。
柱
穴
内
か
ら
は
、
母
屋
部
分

で
30
～
40
㎝
、
下
屋
部
分
で
１
・
０
～
15
㎝
程
の
深
さ

か
ら
柱
を
支
え
る
礎そ

板ば
ん

石せ
き

が
検
出
さ
れ
た
。
特
に
中
央

部
の
礎
板
石
が
大
き
く
、
幅
、
厚
さ
と
も
に
40
㎝
程
あ

る
石
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
礎
板
石
が
複
数

確
認
さ
れ
た
柱
穴
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
何
度
か
建

て
替
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
１
号
掘
立
柱
建
物
跡
の
南
側
に
は
、
竪
穴
状
遺
構

が
８
基
検
出
さ
れ
た
。
８
基
の
う
ち
３
基
が
断
面
形
態

が
す
り
鉢
状
に
な
る
も
の
、
５
基
が
断
面
形
態
が
箱
形

清し

水み
ず

南み
な
み

遺
跡
（
第
２
次
）
上
里
町

■ 所在地

児玉郡上里町金久保 1133 他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

4,159 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

古代 （住居跡 4 ・ 土壙 1）

中世 （竪穴状遺構 8 ・ 掘立柱建

物跡 4 ・ 土壙墓 3 ・ 火葬施設 1 ・

土壙 1 ・ 溝跡 4）

古代～近世 （土壙 49 ・ 溝跡 6 ・

ピット 529）

調査区位置図

第 2 号竪穴住居跡

第 3 号竪穴状遺構

第 1 地点

第 2 地点

第 3 地点
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に
な
る
も
の
で
、
二
分
さ
れ
る
。
断
面
形
態
が
す
り
鉢

状
の
も
の
の
う
ち
２
基
は
周
囲
に
ピ
ッ
ト
が
巡
り
、
建

屋
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
断
面
形
態
が
箱
形
の
も

の
は
、
床
面
の
中
央
部
か
ら
焼
土
や
炭
化
物
が
検
出
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
に
伴
う
遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
た
め

性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
火
を
扱
う
作
業
を
行
う
施
設

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
竪
穴
状
遺
構
か
ら
は
、
少

量
だ
が
青せ

い

磁じ

碗わ
ん

や
か
わ
ら
け
、
石
製
の
硯

す
ず
り

な
ど
が
出
土

し
た
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
２
地
点
の
西
壁
際
か
ら
検
出
さ
れ
た
第
10
号
溝
跡

は
、
規
模
が
幅
約
２
・
２
ｍ
、
深
さ
１
ｍ
で
断
面
形
態

が
箱
形
に
な
る
。
検
出
さ
れ
た
長
さ
は
20
ｍ
で
、
残
り

は
西
側
の
調
査
区
域
外
へ
と
続
い
て
い
る
。
南
側
は
地

山
が
砂
利
層
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
掘
り
こ
ん
で
掘

削
さ
れ
て
い
た
。
覆
土
の
上
層
に
は
硬
く
締
ま
っ
た

粘
土
層
が

確
認
さ
れ
、

古
い
地
割

を
継
承
す

る
道
路
と

な
っ
て
い

た
可
能
性

が

あ

る
。

同
層
中
か

ら

は
、

室

町
時
代
後

期
か
ら
戦

国
時
代
頃

の
摺す

り
鉢ば

ち

や
内な

い

耳じ

鍋な
べ

の
破
片
が
出
土
し
た
。

ま
た
溝
跡
の
堆
積
土
を
掘
り
込
ん
で
造
ら
れ
た
土
壙

墓
が
検
出
さ
れ
、
永え

い

楽ら
く

通つ
う

宝ほ
う

と
天て

ん

聖せ
い

元げ
ん

宝ぽ
う

が
副
葬
さ
れ

て
い
た
。
中
世
後
半
と
な
る
室
町
時
代
後
期
か
ら
戦
国

時
代
頃
に
は
溝
跡
の
埋
没
が
進
み
、
墓
域
の
一
部
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
跡
覆
土
の
中

層
～
下
層
か
ら
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
の
遺

物
が
出
土
し
た
。
溝
跡
の
規
模
や
形
状
か
ら
そ
の
頃
に

造
ら
れ
た
区
画
溝
と
推
察
さ
れ
る
。
褐か

つ

釉ゆ
う

陶
器
は
中
国

南
方
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
関
東
地
方
で
は
希
少
な

遺
物
で
あ
り
、
特
別
な
品
物
を
入
手
で
き
る
人
物
が
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

第
２
地
点
の
西
壁
際
か
ら
は
、
土
壙
墓
が
３
基
確
認

さ
れ
た
。
う
ち
２
基
か
ら
は
遺
存
状
態
が
悪
い
も
の
の

全
身
骨
が
検
出
さ
れ
、
銭
貨
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
判

読
可
能
な
も
の
に
は
天
聖
元
宝
と
永
楽
通
宝
が
あ
り
、

室
町
時
代
以
降
の
墓
と
考
え
ら
え
る
。
ま
た
頭
骨
の
一

部
の
み
が
検
出
さ
れ
た
土
壙
墓
に
は
、
か
わ
ら
け
が
副

葬
さ
れ
て
い
た
。
か
わ
ら
け
の
形
態
か
ら
15
世
紀
後
半

頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
の
土
壙
墓
も
同
時
代
の
遺

構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
２
地
点
の
北
東
部
で
は
火
葬
施
設
が
１
基
確
認
さ

れ
た
。
平
面
形
態
が
Ｔ
字
形
に
な
る
も
の
で
、
覆
土
下

層
に
は
焼
土
や
炭
化
物
と
と
も
に
大
量
の
人
骨
片
が
含

ま
れ
て
い
た
。
焼
骨
の
た
め
部
位
が
判
別
で
き
る
も
の

は
少
な
い
が
、
北
側
に
頭
骨
の
破
片
が
ま
と
ま
っ
て
検

出
さ
れ
、
横
位
で
荼だ

毘び

に
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
が
な
く
時
期
は
不
明
だ
が
、
検
出
さ
れ
た
土

壙
墓
な
ど
の
存
在
か
ら
中
世
段
階
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

清
水
南
遺
跡
で
は
、
古
代
の
集
落
跡
と
、
中
世
の
遺

構
群
が
確
認
さ
れ
た
。
古
代
の
遺
構
は
第
２
地
点
の
調

査
区
北
西
部
お
よ
び
第
３
地
点
で
確
認
さ
れ
た
。
遺
構

の
分
布
状
況
か
ら
、
今
回
の
調
査
区
の
北
側
に
所
在
す

る
金
久
保
内
出
遺
跡
の
古
墳
か
ら
平
安
時
代
の
集
落
跡

ま
で
集
落
域
が
広
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
の
遺
構
は
調
査
区
全
域
で
確
認
さ
れ
た
。
第
１

地
点
の
中
央
部
で
は
大
型
の
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ

れ
た
。
掘
立
柱
建
物
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
無
い
が
、

周
辺
の
遺
構
の
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代
か
ら

南
北
朝
時
代
頃
の
建
物
跡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
２
地
点
で
は
調
査
区
西
壁
際
で
区
画
施
設
の
可
能

性
が
あ
る
第
10
号
溝
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
溝
跡
の
中 

下
層
か
ら
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
の
遺
物

が
出
土
し
て
い
る
。
第
１
地
点
で
検
出
さ
れ
た
第
１
号

掘
立
柱
建
物
跡
と
方
向
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

時
期
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
１
号
掘
立
柱
建

物
跡
に
伴
う
区
画
溝
で
あ
っ
た
場
合
、
鎌
倉
時
代
か
ら

南
北
朝
時
代
頃
の
方
形
に
区
画
さ
れ
た
館
跡
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
溝
跡
は
そ
の
後
、
区
画
施
設
と
し
て
の

機
能
を
失
っ
て
埋
没
が
進
ん
だ
。
溝
跡
周
辺
に
は
室
町

時
代
後
半
頃
に
土
壙
墓
が
分
布
し
、
区
画
施
設
が
あ
っ

た
頃
の
地
割
が
墓
域
の
境
界
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
後
、
戦
国
時
代
頃
に
は
道
路
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
溝
跡
か
ら
出
土
し
た
鎌
倉
時
代
頃
の
瓦
は
、

出
土
例
が
少
な
く
注
目
さ
れ
る
。
中
世
で
瓦
を
葺ふ

く
建

物
は
寺
院
等
で
あ
る
。
瓦
が
複
数
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
世
寺
院
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
上
里
町
内

で
は
堂ど

う

裏う
ら

遺
跡
か
ら
ま
と
ま
っ
た
量
の
中
世
瓦
が
出
土

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
清
水
南
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
瓦

と
は
特
徴
が
異
な
り
、
生
産
地
が
異
な
る
か
、
堂
裏
遺

跡
と
は
時
期
の
異
な
る
寺
院
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ

る
。調

査
の
結
果
、
中
世
を
中
心
と
し
た
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
大
型
の
掘
立
柱
建
物
跡

と
、
区
画
溝
の
可
能
性
が
あ
る
溝
跡
の
調
査
は
当
時
の

地
域
史
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。
今

後
の
調
査
で
東
側
に
区
画
溝
が
検
出
さ
れ
れ
ば
、
い
ま

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
館
跡
の
発
見
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。

第 1 号掘立柱建物跡

第 1 号火葬施設

第 1 号掘立柱建物跡 礎板石出土状況
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

三
竹
遺
跡
は
、
比
企
郡
川
島
町
南
東
端
の
出で

丸ま
る

中な
か

郷ご
う

地
先
に
所
在
し
、
入い

る

間ま

川が
わ

と
荒あ

ら

川か
わ

の
合
流
点
に
近
い
堤

外
地
に
位
置
し
て
い
る
。

川
島
町
は
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。

西
に
越お

っ

辺ぺ

川が
わ

や
都と

幾き

川が
わ

、
東
に
荒
川
、
北
に
市い

ち

野の

川か
わ

、

南
に
入
間
川
と
四
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
自
然

堤
防
上
に
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。
三
竹
遺
跡
も
、
こ

の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。

川
島
町
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
縄
文
時
代
で
は
、
前
期
後
葉
か
ら
終
末
に
営

ま
れ
た
芝し

ば

沼ぬ
ま

堤て
い

外が
い

遺
跡
や
東ひ

が
し
や野

遺
跡
な
ど
の
集
落
が
、

地
表
面
か
ら
４
～
５
ｍ
下
に
埋
没
し
て
検
出
さ
れ
て
い

る
。古

墳
時
代
か
ら
遺
跡
数
が
増
加
す
る
。
自
然
堤
防
上

に
平ひ

ら

沼ぬ
ま

一い
っ

丁
ち
ょ
う

田だ

遺
跡
、
白し

ろ

井い

沼ぬ
ま

遺
跡
、
富と

み

田た

後
う
し
ろ

遺
跡
な

ど
前
期
の
集
落
が
営
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
集
落
と

し
て
は
長
続
き
せ
ず
、
廣こ

う

徳と
く

寺じ

古
墳
や
愛あ

た

宕ご

塚づ
か

古
墳
、

あ
る
い
は
三
竹
遺
跡
の
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
の
調

査
で
発
見
さ
れ
た
第
１
～
３
号
墳
な
ど
、
後
期
に
築
か

れ
る
古
墳
群
の
時
代
に
は
連
続
し
て
い
な
い
。

中
世
以
降
、
12
世
紀
後
半
の
堂ど

う

地ち

遺
跡
を
始
め
と
し

た
遺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
町
内
出
土
の
７
９
４
基

を
数
え
る
板い

た

碑び

の
年
号
を
追
う
と
、
集
落
が
断
絶
す
る

こ
と
な
く
営
ま
れ
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
に
入
る
と
、
寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
に
幕
府

が
行
っ
た
熊
谷
市
久く

下げ

の
元
荒
川
の
付
け
替
え
（
瀬
替

え
）
に
よ
り
、荒
川
が
現
在
の
荒
川
低
地
を
流
下
す
る
。

流
量
が
増
し
た
荒
川
は
河
川
交
通
が
活
発
と
な
り
、
河

岸
や
渡
し
場
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
竹
遺
跡

付
近
で
は
、
上
尾
市
平ひ

ら

方か
た

や
畔あ

ぜ

吉よ
し

の
河
岸
が
知
ら
れ
て

い
る
。
荒
川
に
接
続
す
る
入
間
川
流
域
も
河
川
交
通
網

が
広
が
り
、
遺
跡
の
西
側
約
４
０
０
ｍ
に
は
、
金き

ん

兵べ

衛え

河か

岸し

（
金
兵
衛
渡
し
）
が
あ
っ
た
。

第
４
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、中
世
の
土
壙
、

井
戸
跡
、
溝
跡
、
近
世
の
土
壙
、
井
戸
跡
、
溝
跡
、
ピ
ッ

ト
、
時
期
不
明
の
土
壙
、
溝
跡
、
ピ
ッ
ト
で
あ
る
。

中
世第

７
号
井
戸
跡
は
径
約
１
・
５
ｍ
の
井
戸
跡
で
あ
る
。

土
層
か
ら
素
掘
り
で
は
な
く
、
井
筒
と
し
て
木
桶
等
を

設
置
し
て
周
囲
を
埋
め
戻
す
タ
イ
プ
の
井
戸
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
廃
絶
時
に
木
桶
は
回
収
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
陶
器
の
砕
片
等
が
出
土
し
た
。
掘
り
方
の
埋
土

中
か
ら
は
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
お

り
、
調
査
区
周
辺
に
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
存
在
が
推
測

さ
れ
る
。

第
１
号
溝
跡
は
、
幅
５
ｍ
、
深
さ
１
ｍ
、
総
延
長
約

70
ｍ
に
も
及
ぶ
大
溝
で
あ
る
。
第
２
号
溝
跡
や
第
９
号

溝
跡
な
ど
い
く
つ
か
の
同
一
方
向
の
溝
跡
と
重
複
し
な

が
ら
、
調
査
区
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
た
。
令
和
４
年

度
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
大
規
模
な
区
画
溝
に
対
応
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
北
か
ら
南
へ
と
深
く
な
る
よ
う
に

掘
削
さ
れ
て
お
り
、
入
間
川
方
向
へ
の
排
水
を
意
図
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
下
層
か
ら
、
常と

こ

滑な
め

産
の
甕か

め

な
ど

14
世
紀
代
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

近
世第

12
号
井
戸
跡
は
径
約
１
・
５
ｍ
の
井
戸
跡
で
あ
る
。

土
層
か
ら
、
第
７
号
井
戸
跡
同
様
に
木
桶
等
を
設
置
し

て
周
囲
を
埋
め
戻
す
タ
イ
プ
の
井
戸
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
廃
絶
時
に
は
木
桶
は
回
収
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
掘
方
の
埋
土
下
部
か
ら
は
焙ほ

う

烙ろ
く

や
磁
器
碗
の
破

片
が
出
土
し
て
い
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

三
竹
遺
跡
第
４
次
調
査
の
発
掘
調
査
で
は
、
中
世
、

近
世
の
遺
構
、
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
第　

１
号
溝
跡
は
14
世
紀
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
大
溝
で
あ

る
。
令
和
４
年
度
の
調
査
成
果
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
土
地

区
画
と
し
て
掘
削
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
区
画
内
の

遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
と
も
に
、
不
明
な
点
が
多

い
川
島
町
の
中
世
を
明
ら
か
に
す
る
良
好
な
資
料
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
）
調
査
や
令
和
４

年
度
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た
古
墳
群
は
今
回
の
調
査
で

は
検
出
さ
れ
ず
、
円
筒
埴
輪
の
破
片
が
数
点
出
土
し
た

に
留
ま
っ
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
三
竹
遺
跡
は
中
・
近
世

に
お
い
て
、
河
川
に
面
し
た
経
済
活
動
の
一
端
を
担
っ

て
い
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

三み

竹た
け

遺
跡
（
第
４
次
）
川
島
町

■ 所在地

比企郡川島町出丸中郷地先

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 12 月～令和 6 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

1,300 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

中世 （土壙 2・井戸跡 6・溝跡 7）

近世 （土壙 3・井戸跡 8・溝跡 1・

ピット 12）

時期不明 （土壙 5 ・溝跡 5 ・ ピッ

ト 50）

調査区全景

第 1 号溝跡
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

糠
田
古
墳
群
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
北
鴻
巣
駅
か
ら
南
へ

約
２
・
６
㎞
の
鴻
巣
市
糠
田
地
先
に
所
在
す
る
。
遺
跡

の
南
側
に
は
秩
父
地
方
を
源
流
と
す
る
荒あ

ら

川か
わ

が
東
流

し
、
東
側
に
は
糠
田
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
遺
跡
は
大

宮
台
地
の
北
西
端
に
立
地
し
て
い
る
。
遺
跡
周
辺
は
表

層
を
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

土ど

で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
大
半
は

寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
に
行
わ
れ
た
荒
川
の
瀬
替
え

以
降
に
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
１
次
調
査

で
は
古
墳
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
跡
や
中
期
の
溝
跡
、

後
期
の
井
戸
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

糠
田
古
墳
群
周
辺
の
遺
跡
を
概
観
す
る
と
、
古
墳
時

代
に
遺
跡
数
は
増
加
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
を
通
じ
て

集
落
が
営
ま
れ
た
遺
跡
と
し
て
は
、
赤あ

か

台だ
い

遺
跡
、
中な

か

三さ
ん

谷や

遺
跡
、
生お

い

出ね

塚づ
か

遺
跡
が
あ
る
。
生
出
塚
遺
跡
で
は
竪

穴
住
居
跡
、
古
墳
跡
や
埴
輪
窯
跡
、
工
房
跡
、
粘
土
採

掘
坑
が
調
査
さ
れ
、
製
作
さ
れ
た
埴
輪
は
、
新し

ん

屋や

敷し
き

遺

跡
や
笠か

さ

原は
ら

古
墳
群
、
行
田
市
埼さ

き

玉た
ま

古
墳
群
等
に
供
給
さ

れ
て
い
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
に
な
る
と
遺
跡
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。

中
世
で
は
い
く
つ
か
の
館
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
箕
田

地
区
の
箕み

田だ

館
や
か
た

跡あ
と

や
糠
田
地
区
の
安あ

達だ
ち

館
や
か
た

跡あ
と

、
大
間
地

区
の
源

み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

経
基
館

や
か
た

跡あ
と

等
が
あ
る
。

近
世
に
は
荒
川
に
糠
田
河
岸
が
設
け
ら
れ
、
舟
運
の

拠
点
の
一
つ
に
な
る
と
と
も
に
、「
糠
田
の
渡
し
」
と

し
て
人
々
の
往
来
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
２
次
調
査
で
は
、
昨
年
度
の
第
１
次
調
査
の
第
１

地
点
Ａ
区
と
Ｂ
区
の
中
間
地
点
で
あ
る
Ｃ
区
と
、
第
１

地
点
か
ら
約
１
０
０
ｍ
上
流
側
の
第
２
地
点
の
二
地
点

を
調
査
し
た
。
遺
構
検
出
面
の
標
高
は
、
第
１
地
点
Ｃ

区
が
約
15
ｍ
、
第
２
地
点
は
約
14
ｍ
で
あ
る
。

遺
構
番
号
は
第
１
次
調
査
か
ら
継
続
し
て
付
し
た
。

第
１
地
点
Ｃ
区

竪
穴
住
居
跡
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
も
の
で
、
２
軒

は
第
１
次
調
査
の
続
き
で
あ
る
。
第
１
号
住
居
跡
は
、

一
辺
が
約
４
・
３
ｍ
～
４
・
７
ｍ
の
方
形
で
、
深
さ
は
約

０
・
２
ｍ
で
あ
る
。
北
東
寄
り
か
ら
炉
跡
が
検

出
さ
れ
た
。
遺
物
は
土は

師じ

器き

の
甕か

め

や
器き

台だ
い

の

破
片
が
出
土
し
た
。
第
３
号
住
居
跡
は
Ｂ
区

で
検
出
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
の
東
側
の
一
部

で
あ
る
。
一
辺
が
約
２
・
５
ｍ
の
方
形
で
、
深

さ
約
０
・
２
ｍ
で
あ
る
。

近
世
の
第
２
号
性
格
不
明
遺
構
か
ら
は
、
近
世
陶
磁

器
や
砥
石
な
ど
の
石
製
品
な
ど
が
多
く
出
土
し
た
。

第
２
地
点

第
２
地
点
は
幅
が
６
ｍ
～
16
ｍ
と
狭
い
調
査
区
で
、

堤
防
の
法の

り

尻じ
り

を
確
保
す
る
た
め
遺
構
の
調
査
が
で
き
た

の
は
さ
ら
に
狭
い
範
囲
と
な
っ
た
。

地
表
面
か
ら
約
２
ｍ
の
深
さ
で
厚
さ
約
０
・
３
ｍ
の

遺
物
包
含
層
が
検
出
さ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代

の
土
器
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
遺
構
は
、
こ
の
遺
物
包
含

層
を
精
査
し
て
い
く
過
程
で
検
出
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代
の

竪
穴
住
居
跡
５
軒
、
時
期
不
明
の
土
壙
２
基
、
井
戸
跡

１
基
、
ピ
ッ
ト
３
基
で
あ
る
。
竪
穴
住
居
跡
は
調
査
区

外
へ
続
き
、
全
容
を
確
認
で
き
た
の
は
１
軒
の
み
で
あ

る
。中

央
付
近
で
検
出
さ
れ
た
第
１
号
住
居
跡
は
、
一
辺

が
約
２
・
３
ｍ
の
方
形
で
、
深
さ
は
０
・
１
５
ｍ
で
あ

る
。
炉
跡
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
前
期
の
土
師
器
の

甕
や
台だ

い

付つ
き

甕が
め

の
破
片
が
出
土
し
た
。
第
１
号
住
居
跡
の

東
側
に
隣
接
し
て
検
出
さ
れ
た
第
４
号
住
居
跡
は
、
一

辺
４
ｍ
以
上
と
推
定
さ
れ
、
深
さ
は
０
・
１
５
ｍ
で
あ

る
。
北
東
壁
に
カ
マ
ド
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
ソ
デ
の

補
強
材
と
し
て
土
師
器
の
長

ち
ょ
う

胴ど
う

甕が
め

が
設
置
さ
れ
て
い
た

ほ
か
、
土ど

錘す
い

が
出
土
し
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

第
２
次
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
及
び
近
世
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
た
。
遺
物
は
弥
生
土
器
や
平
安
時
代
の
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。
糠
田
古
墳
群
を
構
成
す
る
古
墳
の

墳
丘
や
周
溝
と
い
っ
た
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
第
１
地
点
Ｃ
区
で
検
出
さ
れ
た
溝
跡
か
ら
は
円
筒

埴
輪
の
破
片
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
の
周
溝
で

あ
る
可
能
性
も
残
る
。
第
１
地
点
は
古
墳
時
代
前
期
の

も
の
に
限
ら
れ
、
そ
の
時
期
の
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
第
２
地
点
か
ら
は
古

墳
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
第
２
地
点

周
辺
に
は
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
が
展
開
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

『
鴻
巣
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
糠
田
地
区
の
住
宅
地
一

帯
で
埴
輪
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
遺
跡
の

北
東
側
に
位
置
す
る
聖

し
ょ
う

泉せ
ん

寺じ

境
内
の
墓
地
か
ら
ま
と

ま
っ
て
埴
輪
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

遺
跡
の
北
側
に
か
け
て
古
墳
群
が
広
が
り
、
第
２
地
点

が
位
置
す
る
南
西
側
に
か
け
て
古
墳
群
と
同
時
期
の
集

落
が
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
古
墳
時
代
前
期
で
は
、
第
１
地
点
及
び
第
２

地
点
に
か
け
て
竪
穴
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
古
墳
時
代
前
期
の
集
落

が
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

■ 所在地

鴻巣市糠田地先

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 10 月～令和 6 年 3 月

（国土交通省関東地方整備局）

■ 調査面積

2,168.5 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

第 1 地点 C 区

　�古 墳 （ 住 居 跡 4 ・ 溝 跡 11）、

近世 （性格不明遺構 1）、 時期

不明 （土壙 12 ・ ピット 32）

第 2 地点

　�古墳 （住居跡 5）、時期不明 （土

壙 2 ・ 井戸跡 1 ・ ピット 3） 弥

生～平安時代 （遺物包含層）

糠ぬ
か

田た

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

（
第
２
次
）　

鴻
巣
市

第 1 地点 C 区 第 1 号住居跡
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

八
木
上
遺
跡
は
、
狭
山
市
大
字
笹さ

さ

井い

に
所
在
し
、
入

間
市
と
の
市
境
に
接
す
る
狭
山
市
西
端
部
に
位
置
す

る
。
入い

る

間ま

川が
わ

中
流
域
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、

入
間
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
、
武
蔵
野
台
地
、
加か

治じ

丘
陵

東
端
部
を
臨
む
。

今
回
の
第
７
次
調
査
は
、
第
２
～
５
次
調
査
区
の
西

側
に
あ
り
、
３
段
か
ら
成
る
段
丘
の
西
の
中
位
段
丘
面

に
立
地
す
る
。

狭
山
市
域
の
遺
跡
を
旧
石
器
時
代
か
ら
概
観
す
る
。

旧
石
器
時
代
は
西
久
保
遺
跡
が
入
間
川
左
岸
に
立
地

し
、
石
器
集
中
や
礫れ

き

群ぐ
ん

が
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
は
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
遺
跡
が
増

加
す
る
。
入
間
川
左
岸
の
八ば

ち

木ぎ

前ま
え

遺
跡
で
は
、
黒く

ろ

浜は
ま

式し
き

か
ら
諸も

ろ

磯い
そ

ａエ
ー

式し
き

期き

の
住
居
跡
と
土
壙
群
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。
中
期
に
な
る
と
遺
跡
数
が
急
増
す
る
。
八
木
上

遺
跡
の
東
側
に
隣
接
す
る
埼
玉
県
選
定
重
要
遺
跡
の
宮み

や

地ち

遺
跡
で
は
、
勝か

つ

坂さ
か

式し
き

期き

か
ら
加か

曽そ

利り

Ｅイ
ー

式し
き

期き

の
大
規

模
な
集
落
が
検
出
さ
れ
た
。
後
期
に
な
る
と
遺
跡
数
は

減
少
し
、
晩
期
の
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
・
中
期
に
か
け
て
も
遺

跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と

入
間
川
左
岸
に
笹
井
古
墳
群
、
右
岸
に
稲い

な

荷り

山や
ま

古
墳
群

が
形
成
さ
れ
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
に
な
る
と
入
間
川
左
岸
の
八ば

ち

木ぎ

北き
た

遺
跡
か
ら
川
越
市
の
霞
ヶ
関
遺
跡
ま
で
、
集
落
跡
が
途

切
れ
な
く
帯
状
に
連
な
っ
て
所
在
し
て
い
る
。
ま
た
、

入
間
川
を
挟
ん
だ
遺
跡
の
対
岸
に
は
、
武
蔵
国
分
寺
の

再
建
瓦
を
焼
い
た
東ひ

が
し
か
ね
こ

金
子
窯よ

う

跡せ
き

群ぐ
ん

が
広
が
っ
て
い
る
。

中
世
に
は
鎌
倉
街
道
上か

み
つ
み
ち

道
が
狭
山
市
を
南
北
に
貫

き
、
そ
の
枝
道
も
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

近
世
に
な
る
と
、
狭
山
市
域
は
天て

ん

領り
ょ
う、

川
越
藩
領
、

旗
本
の
知ち

ぎ
ょ
う行

地ち

な
ど
に
分
割
統
治
さ
れ
た
。
ま
た
、
現

在
の
集
落
に
も
近
世
・
近
代
の
歴
史
的
景
観
が
残
さ
れ

て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

八
木
上
遺
跡
第
７
次
調
査
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺

物
と
縄
文
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
近
世
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
た
。

旧
石
器
時
代

第
１
号
溝
跡
底
面
の
ロ
ー
ム
層
中
か
ら
黒
曜
石
製
の

ナ
イ
フ
形
石
器
が
出
土
し
た
。
石
器
集
中
は
検
出
で
き

な
か
っ
た
。

縄
文
時
代

縄
文
時
代
前
期
の
集
石
土
壙
１
基
が
検
出

さ
れ
た
。

調
査
区
東
部
で
、
集
石
土
壙
が
検
出
さ
れ

た
。
円
形
の
土
壙
の
中
に
、
被
熱
し
た
破は

砕さ
い

礫れ
き

（
焼
礫
）
が
検
出
さ
れ
た
。

奈
良
・
平
安
時
代

竪
穴
住
居
跡
１
軒
、
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建た
て

物も
の

跡あ
と

１
棟
、
溝
跡
３

条
、
土
壙
１
基
が
検
出
さ
れ
た
。
竪
穴
住
居
跡
の
カ
マ

ド
ソ
デ
の
補
強
と
し
て
用
い
ら
れ
た
平
瓦
、
須す

恵え

器き

の

坏つ
き

が
出
土
し
た
。
カ
マ
ド
の
右
ソ
デ
か
ら
は
、
チ
ャ
ー

ト
の
大
型
礫
と
平
瓦
が
直
立
し
た
状
態
で
検
出
さ
れ
良

好
な
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
。
遺
構
の
時
期
は
８
世
紀

末
～
９
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
調
査
区
中
央
か
ら
は
、
３

間
×
２
間
側が

わ

柱ば
し
らの

掘
立
柱
建
物
跡
が
１
棟
検
出
さ
れ

た
。
建
物
の
軸
方
向
は
第
１
号
住
居
跡
の
主
軸
方
位
と

揃
っ
て
検
出
さ
れ
た
。

近
世溝

跡
１
条
、
土
壙
８
基
、
畠

は
た
け

跡あ
と

４
箇
所
が
検
出
さ
れ

た
。
土
壙
の
多
く
は
畠
跡
よ
り
新
し
い
。
第
２
号
畠
跡

か
ら
は
、
陶
磁
器
の
小
破
片
が
少
量
出
土
し
、
遺
構
の

時
期
は
18
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

旧
石
器
時
代
の
調
査
で
は
、
ロ
ー
ム
層
中
か
ら
基
部

加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
、
縦
長
剥は

く

片へ
ん

、
石せ

っ

核か
く

が
単
独
で
出

土
し
、
旧
石
器
時
代
の
活
動
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
八
木
上
遺
跡
と
周
辺
に
旧
石
器
時
代
の
遺
跡

が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

調
査
区
東
部
を
中
心
に
、
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
の

土
器
片
が
少
量
出
土
し
た
が
、
明
確
な
縄
文
時
代
の
遺

構
は
、
第
１
号
集
石
土
壙
の
み
で
あ
っ
た
。
過
去
の
調

査
で
は
段
丘
中
位
面
で
前
期
中
葉
、
上
位
面
で
は
前
期

末
葉
の
集
落
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

第
７
次
調
査
で
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
の
一

部
を
確
認
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
特
に

ソ
デ
補
強
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
瓦
の
出
土
は
東
金
子

窯
跡
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
溝

跡
の
分
布
状
況
か
ら
、
集
落
の
本
体
は
、
調
査
区
の
南

側
に
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

八ば
ち

木ぎ

上う
え

遺
跡
（
第
 ７
次
）
狭
山
市

■ 所在地

狭山市大字笹井字八木上２３３８

－３外

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 11 月～令和 6 年 3 月

（埼玉県）

■ 調査面積

1,954.22 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

旧石器 （遺構なし）

縄文 （集石土壙 1）

奈良 ・ 平安 （住居跡 1 ・ 掘立柱

建物跡 1 ・ 溝跡 3 ・ 土壙 1）

近世 （溝跡 1 ・ 土壙 8 ・ 畠跡 4）

時期不明 （溝跡 3・土壙 72・ピッ

ト 36）

遺跡全景

第 1 号集石土壙
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

権
現
遺
跡
は
、比
企
郡
吉
見
町
久く

米め

田だ

に
所
在
す
る
。

標
高
約
14
～
16
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
、
東
に
荒あ

ら

川か
わ

、
西
に
市い

ち

野の

川か
わ

が
流
れ
る
。
二に

ノの

耕こ
う

地ち

遺
跡
と
は
横よ

こ

見み

川が
わ

を
挟
ん
で
対
峙
し
て
い
る
。

権
現
遺
跡
は
、
令
和
４
年
度
に
当
事
業
団
に
よ
っ
て

第
１
次
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代

前
期
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

第
２
次
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時

代
、
中
世
、

近
世
の
遺

構
が
検
出

さ

れ

た
。

調
査
地
点

は
、
現
道

を
境
に
西

か

ら

第

１
・
２
・
３

地
点
と
呼

称

し

た
。

第
１
地
点

は
令
和
４

年
度
の
第

１
次
調
査

区
に
隣
接

す
る
。

第
１
地
点

古
墳
時
代
前
期
の
第
11
号
井
戸
跡
は
、
上
層
か
ら
中

層
で
土は

師じ

器き

台だ
い

付つ
き

甕が
め

や
甑

こ
し
き

の
破
片
、
最
下
層
か
ら
器
台

が
出
土
し
た
。
検
出
さ
れ
た
溝
跡
の
う
ち
、
第
７
号
・

第
17
号
・
第
18
号
溝
跡
は
、
第
１
次
調
査
で
検
出
さ
れ

た
第
１
号
溝
跡
と
と
も
に
、
方
形
の
区
画
を
形
成
し
て

い
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
第
２
号
住
居
跡
は
、
床
面
か
ら

須す

恵え

器き

坏つ
き

や
甕
が
出
土
し
た
。
時
期
は
８
世
紀
後
半
と

考
え
ら
れ
る
。

中
世
の
第
３
号
溝
跡
は
、
第
２
地
点
か
ら
延
び
る
溝

跡

で
、

第

１

地

点

に

入

っ

て

か

ら

Ｌ

字

形

に
曲
が
る
。

第

15

号

溝

跡
は
調
査
区
を
南
北
方
向
に
横
断
し
て
い
る
。
溝
跡
の

中
腹
に
幅
０
・
６
ｍ
の
段
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
最
下

層
か
ら
常と

こ

滑な
め

焼や
き

甕
の
破
片
が
出
土
し
、
時
期
は
13
世
紀

代
と
考
え
ら
れ
る
。

第
２
地
点

古
墳
時
代
前
期
の
第
７
号
土
壙
は
、
住
居
跡
の
一
部

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
土
師
器
台
付
甕
や
壺つ

ぼ

、
器き

台だ
い

が
出
土
し
た
。
第
２
号
溝
跡
は
、
大
規
模
な
溝
跡
で
、

北
東
か
ら
南
西
方
向
に
走
行
し
、
調
査
区
外
に
向
か
っ

て
延
び
る
。
覆
土
の
上
層
か
ら
、
完
形
に
近
い
土
師
器

壺
、
台
付
甕
、
高た

か

坏つ
き

、
器
台
等
が
大
量
に
出
土
し
た
。

平
安
時
代
の
井
戸
跡
か
ら
は
、
９
世
紀
頃
の
須
恵
器

の
甕
、
坏
等
が
少
量
出
土
し
た
。

中
世
の
第
３
号
溝
跡
は
、
溝
跡
の
中
腹
に
幅
０
・
４

ｍ
の
平
坦
な
段
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
中
世
の
陶
磁
器

片
が
少
量
出
土
し
た
。

第
３
地
点

古
墳
時
代
前
期
の
第
25
号
・
26
号
溝
跡
は
、
Ｌ
字
形

に
屈
曲
し
て
い
る
。
第
25
号
溝
跡
か
ら
は
、
形
の
わ
か

る
土
師
器
台
付
甕
３
点
と
多
量
の
土
師
器
破
片
が
出
土

し
た
。
溝
跡
の
形
状
や
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
、
こ
れ

ら
の
溝
跡
は
平
面
隅
丸
方
形
の
周

し
ゅ
う

溝こ
う

持も
ち

建た
て

物も
の

跡あ
と

の
周
溝

部
と
考
え
ら
れ
る
。
第
28
号
・
29
号
・
31
号
・
34
号
溝

跡
も
同
様
に
、
平
面
形
が
隅
丸
方
形
の
周
溝
持
建
物
跡

の
周
溝
部
の
可
能
性
が
高
い
。

平
安
時
代
の
第
14
号
井
戸
跡
は
円
形
で
、
素
掘
り
の

井
戸
で
あ
る
。
９
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
須
恵
器
坏
等

が
少
量
出
土
し
た
。

中
世
の
第
23
号
溝
跡
は
、
南
北
方
向
に
走
行
す
る
溝

跡
で
、
第
27
号
溝
跡
を
壊
し
て
い
た
。
遺
物
は
中
世
の

渥あ
つ

美み

焼や
き

甕
や
常
滑
焼
甕
等
が
出
土
し
た
。
時
期
は
、
12

世
紀
後
半
か
ら
13
世
紀
前
半
代
と
考
え
ら
れ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

権
現
遺
跡
第
２
次
調
査
で
は
、
主
に
古
墳
時
代
か
ら

奈
良
・
平
安
時
代
と
中
世
の
遺
構
・
遺
物
が
検
出
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
、
主
体
と
な
っ
た
の
は
古
墳
時
代
前
期

で
あ
る
。
住
居
跡
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
隅
丸
方

形
に
浅
い
溝
が
巡
る
周
溝
持
建
物
跡
の
周
溝
部
の
可
能

性
が
あ
る
溝
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
集
落
と
し
て
約
１
世

紀
に
わ
た
り
継
続
し
て
営
ま
れ
地
域
に
お
け
る
古
墳
時

前
期
の
中
核
的
な
集
落
跡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
発
見
と
な
っ

た
。中

世
に
お
い
て
は
、
第
１
・
２
地
点
か
ら
検
出
さ
れ

た
第
３
号
溝
跡
が
、
南
側
に
方
形
の
地
割
が
残
存
す
る

無
量
寺
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
寺
院
あ
る
い

は
館
跡
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

権ご
ん

現げ
ん

遺
跡
（
第
２
次
）　

吉
見
町

■ 所在地

吉見町大字久米田２０９ほか

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月

（埼玉県）

■ 調査面積

1,080 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

第 1 地点

��古墳（土壙 3・井戸跡 5・溝跡 4・

ピット 3 ・ 焼土跡 1）、 奈良 ・ 平

安 （住居跡 1・土壙 3）、中世 （溝

跡 2・ピット 3）、近世 （溝跡 7）、

時期不明 （ピット 6）

第 2 地点

��古墳（土壙 9・溝跡 4・ピット 9）、

奈良・平安 （土壙 1・井戸跡 2）、

中世 （溝跡 1）、 時期不明 （土

壙 2 ・ ピット 32）

第 3 地点

��古墳 （住居跡 1 ・ 土壙 8 ・ 井戸

跡 1・溝跡 12・ピット 23）、奈良・

平安 （土壙 1 ・ 井戸跡 1 ・ 溝跡

2 ・ ピット 12）、 中世 （土壙 1 ・

溝跡 1）、時期不明 （土壙 3・ピッ

ト 124）

第 28 号溝跡

遺跡全景

第 1 地点

第 2 地点 第 3 地点
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

二
ノ
耕
地
遺
跡
は
、
比
企
郡
吉
見
町
久く

米め

田だ

に
所
在

し
、
標
高
約
14
～
16
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。

遺
跡
の
東
に
荒あ

ら

川か
わ

、
西
に
市い

ち

野の

川か
わ

が
流
れ
、
権ご

ん

現げ
ん

遺
跡

と
横よ

こ

見み

川が
わ

を
挟
ん
で
対
峙
し
て
い
る
。

二
ノ
耕
地
遺
跡
は
、
平
成
28
年
度
に
吉
見
町
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
第

１
次
調
査
、
令
和

４
年
度
に
当
事
業

団
に
よ
っ
て
第
２

次
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。

今
回
の
調
査
区

は
、
第
２
次
調
査

区
第
１
地
点
と
第

２
地
点
の
間
に
当

た
る
。
西
に
隣
接

す
る
三さ

ん

ノの

耕こ
う

地ち

遺

跡
で
は
、
４
次
に

わ
た
っ
て
調
査
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、

第
１
～
３
次
調
査

を
吉
見
町
教
育
委

員
会
が
、
第
４
次

調
査
を
当
事
業
団

が
実
施
し
て
い
る
。

調
査
で
は
、
縄
文

時
代
晩
期
の
水
場

遺
構
や
住
居
跡
、

古
墳
時
代
前
期
の
方
形
周
溝
墓
群
お
よ
び
県
内
最
大
の

前
方
後
方
形
墳
墓
が
特
筆
さ
れ
る
。
ま
た
、
奈
良
・
平

安
時
代
の
溝
跡
は
、
古
代
道
路
跡
の
側
溝
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

今
年
度
の
調
査
地
点
は
２
地
点
で
、
西
側
を
第
３
地

点
、
東
側
を
第
４
地
点
と
呼
称
し
た
。
事
業
に
伴
う
調

査
地
点
は
西
か
ら
第
１
地
点
、
第
３
地
点
、
第
４
地
点
、

第
２
地
点
と
な
る
。

第
３
地
点

古
墳
時
代
前
期
の
第
１
号
方
形
周
溝
墓
は
、
南
半
部

が
調
査
区
外
に
延
び
て
い
る
。
北
側
の
周
溝
の
み
で
、

埋
甕
施
設
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
遺
物
は
、
土は

師じ

器き

壺つ
ぼ

、
甕か

め

、
台だ

い

付つ
き

甕が
め

、

高た
か

坏つ
き

等
が
覆
土
中
よ

り
出
土
し
た
。

平
安
時
代
の
第
２

号
住
居
跡
は
、
や
や

歪
ん
だ
隅
丸
方
形

で
、
南
西
側
に
焼
土
が
分
布
し
て
い
た
。
床
面
か
ら
、

土
師
器
甕
や
坏
、
須す

恵え

器き

甕
等
が
出
土
し
た
。
時
期
は

９
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
掘ほ

っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建た
て

物も
の

跡あ
と

が
９
棟
検
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
側
柱
建
物
で
あ
る
。

第
６
号
掘
立
柱
建
物
跡
は
桁け

た

行ゆ
き

６
間
と
大
規
模
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
時
期
は
８
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
の
第
57
号
土
壙
は
平
面
楕
円
形
で
、
最
下
層
か

ら
出
土
し
た
瓦が

質し
つ

土ど

器き

内な
い

耳じ

鍋な
べ

の
破
片
は
、
15
世
紀
代

と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
の
第
41
号
溝
跡
か
ら
は
、
肥ひ

前ぜ
ん

磁じ

器き

碗わ
ん

、
志し

野の

磁じ

器き

皿ざ
ら

、
瀬せ

戸と

美み

濃の

の
擂す

り

鉢ば
ち

等
が
出
土
し
、
時
期
は
17

～
18
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
。

第
４
地
点

古
墳
時
代
前
期
の
第
31
号
井
戸
跡
は
、平
面
円
形
で
、

底
面
か
ら
ほ
ぼ
完
形
の
赤
彩
さ
れ
た
壺
が
１
点
出
土
し

た
。
第
57
号
溝
跡
は
、南
に
向
か
っ
て
蛇
行
し
て
お
り
、

底
面
は
南
に
向
か
っ
て
低
く
な
っ
て
い
た
。
上
層
か
ら

下
層
に
か
け
て
土
師
器
甕
や
高
坏
、
東
海
系
の
土
師
器

壺
の
口
縁
部
等
が
出
土
し
た
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
第
11
号
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
４

間
×
２
間
の
側
柱
建
物
で
あ
る
。
８
世
紀
後
半
の
須
恵

器
坏
が
出
土
し
た
。

近
世
の
第
29
号
井
戸
跡
は
平
面
楕
円
形
で
、
断
面
形

が
円
筒
形
の
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
外
径
０
・
６
ｍ
の

桶
が
３
個
体
重
ね
て
井
筒
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。
下
層

か
ら
17
世
紀
後
半
の
肥ひ

前ぜ
ん

陶と
う

器き

刷す
り

目め

釉ゆ
う

鉢ば
ち

の
底
部
、
木

製
品
の
蓋
や
板い

た

碑び

を
転
用
し
た
石
製
品
等
が
出
土
し
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

第
３
地
点
で
は
古
墳
時
代
前
期
の
方
形
周
溝
墓
が
単

独
で
検
出
さ
れ
た
。
方
台
部
は
削
平
を
受
け
、
埋
葬
施

設
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
土
師
器
の
壺
、

瓢
ひ
さ
ご

壺つ
ぼ

や
器き

台だ
い

等
が
主
体
で
あ
り
、甕
は
少
量
で
あ
っ
た
。

三
ノ
耕
地
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
周
溝
墓
群
と
の
関
連
が

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
井
戸
跡
の
最
下
層
か
ら
完
形
に
近
い
土
器
が

出
土
し
て
お
り
、
井
戸
廃
絶
に
伴
う
儀
礼
が
推
定
さ
れ

る
。奈

良
・
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
11
棟
検
出

さ
れ
、
主
に
側
柱
建
物
が
調
査
区
全
体
に
分
布
し
て
い

る
。
特
に
、
調
査
区
中
央
で
は
、
軸
方
向
の
異
な
る
建

物
跡
が
切
り
合
っ
て
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
建
物
跡

が
複
数
の
時
期
に
わ
た
る
可
能
性
を
示
す
。

第
４
地
点
で
検
出
さ
れ
た
溝
跡
は
、
方
形
に
土
地
を

区
画
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
令
和
４
年
度
の
調
査

成
果
で
検
出
さ
れ
た
、
同
様
の
特
徴
が
あ
る
溝
跡
か
ら

出
土
し
た
遺
物
と
合
わ
せ
て
、
今
後
、
吉
見
町
の
中
世

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

二に

ノの

耕こ
う

地ち

遺
跡
（
第
３
次
）
吉
見
町

■ 所在地

吉見町大字久米田２０９ほか

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月

（埼玉県）

■ 調査面積

1,760 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

第 3 地点

　�古墳（方形周溝墓 1・井戸跡 1）、

奈良 ・ 平安 （住居跡 1 ・ 掘立

柱建物跡 9 ・ 土壙 2 ・ 溝跡 3 ・

柱穴 64）、 中世 （土壙 1 ・ 溝

跡 1）、 近世 （土壙 3 ・ 井戸跡

1 ・ 溝跡 10 ・ ピット 51）、 時期

不明 （土壙 2 ・ ピット 10）

第 4 地点

　�古墳 （土壙 2 ・ 井戸跡 1 ・ 溝

跡 2）、 奈良・平安 （住居跡 1・

掘立柱建物跡 2 ・ 土壙 3 ・ 溝

跡 1 ・ 性格不明遺構 1 ・ ピット

19）、近世（井戸跡 1・溝跡 1・）、

時期不明 （土壙 3 ・ ピット 7）

遺跡全景

第 3 号住居跡

第 3 地点
第 4 地点
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小こ

久く

住ず
み

遺
跡
（
第
１
次
）
飯
能
市

［
　
立
地
と
環
境
　
］

小
久
住
遺
跡
は
、
飯
能
市
西
部
の
山
間
地
、
入い

る

間ま

川が
わ

左
岸
の
幅
の
狭
い
河
岸
段
丘
上
に
所
在
す
る
。
こ
れ
ま

で
の
発
掘
調
査
事
例
は
な
い
が
、
飯
能
市
の
遺
跡
分
布

図
に
よ
れ
ば
、
縄
文
時
代
前
期
の
繊せ

ん

維い

土ど

器き

と
、
中
期

の
加か

曽そ

利り

Ｅイ
ー

式し
き

の
土
器
片
が
採
集
さ
れ
る
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
。

飯
能
市
は
埼
玉
県
の
南
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
西

部
は
秩
父
郡
市
に
接
す
る
山
間
地
、
東
部
は
入
間
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
飯
能
台
地
と
な
っ
て
い
る
。
西
部

は
約
８
割
が
山
地
で
、
高こ

麗ま

川が
わ

、
成な

り

木き

川が
わ

そ
し
て
入
間

川
が
東
に
向
か
っ
て
流
れ
、
こ
れ
ら
の
河
川
に
沿
っ
て

狭
い
平
地
が
形
成
さ
れ
、
こ
こ
に
人
家
が
集
中
し
て
い

る
。
市
内
に
は
１
７
７
箇
所
の
遺
跡
が
あ
り
、
旧
石
器

時
代
か
ら
人
々
の
活
動
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
は
多
い
。
草そ

う

創そ
う

期き

で
は
、
小こ

岩い
わ

井い

渡わ
た

場っ
ぱ

遺
跡
か
ら
微び

隆
り
ゅ
う

起き

線せ
ん

文も
ん

土ど

器き

や
爪つ

め

形が
た

文も
ん

土ど

器き

が
出

土
し
て
い
る
。
早
期
は
小
岩
井
渡
場
遺
跡
か
ら
住
居
跡

が
１
軒
検
出
さ
れ
て
い
る
。
小
久
住
遺
跡
上
流
の
山
間

部
に
倉く

ら

久く

保ぼ

遺
跡
、
堂ど

う

ノの

根ね

遺
跡
、
天て

ん

王の
う

前ま
え

遺
跡
な
ど

が
所
在
す
る
。
前
期
に
な
る
と
、
市
内
ほ
ぼ
全
域
に
遺

跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

中
期
に
は
さ
ら
に
遺
跡
数
が
増
加
し
、
中
期
後
半
の

遺
跡
は
80
箇
所
以
上
を
数
え
る
。
加か

能の
う

里り

遺
跡
で
は
縄

文
時
代
中
期
の
住
居
跡
が
60
軒
以
上
検
出
さ
れ
た
。
中

期
以
降
も
後
・
晩
期
ま
で
集
落
が
長
期
的
に
継
続
さ
れ

た
。
中な

か

橋は
し

場ば

遺
跡
は
、
縄
文
中
期
の
終
わ
り
か
ら
晩
期

の
遺
跡
で
、
配
石
遺
構
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
の
遺
跡
は
少
な
く
、
加
能
里
遺
跡
で
は
古

墳
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
南み

な
み
こ
あ
ぜ
か
わ

小
畦
川
流
域
を
中
心
に
多

く
の
人
々
が
住
み
始
め
、
多
く
の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
張は

り

摩ま

久く

保ぼ

遺
跡
か
ら
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
多
く
の
竪
穴
住
居

跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
（
９
世
紀
以
降
）
に
な
る
と
、
高
麗
丘
陵

や
加
治
丘
陵
の
裾
部
や
高
麗
川
・
入
間
川
上
流
の
山
間

部
な
ど
に
も
集
落
が
広
が
っ
て
い
る
。

近
世
の
遺
跡
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

時
代
前
半
に
か
け
て
「
飯
能
焼
」
と
称
さ
れ
た
陶
器
を

焼
い
た
、
飯は

ん

能の
う

焼や
き

原は
ら

窯が
ま

跡あ
と

な
ど
が
あ
る
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
の
時
期
は
大
き

く
、
縄
文
時
代
前
期
前
葉
（
約
６
５
０
０
年
前
）
と
中

期
中
～
後
葉
（
約
４
５
０
０
年
前
）
で
あ
る
。

縄
文
時
代
前
期
前
葉

竪
穴
状
遺
構
１
基
と
遺
物
包
含
層
１
箇
所
が
検
出
さ

れ
た
。
竪
穴
状
遺
構
は
、
平
面
形
が
方
形
の
浅
い
掘
り

込
み
で
、
大
半
が
調
査
区
外
に
延
び
て
い
る
。
前
期
前

葉
の
深
鉢
破
片
が
竪
穴
内
に
落
ち
込
む
よ
う
に
出
土
し

た
。遺

物
包
含
層
は
調
査
区
中
央
に
分
布
し
、
層
の
厚
さ

は
約
30
㎝
で
あ
る
。
完
形
の
土
器
は
無
く
、
破
片
の
状

態
で
散
漫
に
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
中
期
中
葉
か
ら
後
葉

竪
穴
住
居
跡
１
軒
、
埋う

め

甕が
め

４
基
、
集
石
15
基
、
遺
物

集
中
10
箇
所
、
遺
物
包
含
層
１
箇
所
が
検
出
さ
れ
た
。

第
１
号
住
居
跡
は
、
遺
構
の
大
半
が
調
査
区
域
外
に

延
び
て
い
た
。
平
面
形
は
円
形
と
考
え
ら
れ
、
柱
穴
と

考
え
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
た
。
縄
文
中
期
後
葉

の
土
器
片
が
出
土
し
た
。

埋
甕
は
、
遺
物
包
含
層
の
上
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
口
縁

部
か
ら
胴
上
部

の
深
鉢
形
土
器

を
逆
位
置
に
埋

設
し
た
も
の
で

あ
る
。

集
石
の
石
材

は
破は

砕さ
い

礫れ
き

・
角か

く

礫れ
き

状じ
ょ
う

の
砂
岩
を

中
心
と
し
、
少

量
の
チ
ャ
ー
ト

が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
第

６
・
９
号
集
石
は
円え

ん

礫れ
き

の
チ
ャ
ー
ト
が
主
体
で
、
底
面

に
円
礫
が
石
組
み
の
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
た
。

遺
物
包
含
層
は
平
均
層
厚
40
㎝
で
分
布
し
、
包
含
層

中
に
は
、
完
形
や
そ
れ
に
近
い
土
器
や
石
器
が
密
集
す

る
箇
所
が
あ
り
、「
遺
物
集
中
」
と
し
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

山
間
地
を
蛇
行
し
て
流
れ
る
入
間
川
上
流
域
で
は
、

両
岸
の
平
坦
面
に
多
く
の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
小

久
住
遺
跡
で
は
、前
期
前
半
や
中
期
後
半
の
土
の
遺
構
・

遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
前
期
前
葉
の
繊
維
を
含
む
土
器
片
が
検
出

さ
れ
た
。
竪
穴
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

前
期
前
葉
に
は
、
周
辺
で
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

縄
文
時
代
中
期
中
～
後
葉
の
遺
構
や
遺
物
包
含
層

は
、前
期
の
遺
物
包
含
層
の
上
層
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

遺
物
の
大
半
は
、
中
期
後
葉
に
限
定
さ
れ
そ
の
時
期
の

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
区
が

狭
小
の
た
め
、
集
落
の
全
容
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
は
、
狭
小
な
段
丘
面
に
お

け
る
集
落
の
設
計
や
廃
棄
の
あ
り
方
を
比
較
検
討
す
る

資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。

■ 所在地

飯能市原市場１１７－１他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 5 年 11 月

（埼玉県）

■ 調査面積

1,454 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

縄文 （住居跡 1 ・ 竪穴状遺構

1 ・ 埋甕 4 ・ 集石 15 ・ 遺物集中

10 ・ 遺物包含層 2）

遺跡全景

第 15 号集石土壙
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Ⅰ　令和五年度に調査をした遺跡



［
　
立
地
と
環
境
　
］

塚
原
南
遺
跡
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る

東
松
山
市
大
字
下し

も

唐が
ら

子こ

字
塚
原
に
所
在
す
る
。
遺
跡
は

都と

幾き

川が
わ

に
面
し
、
遺
跡
の
北
側
に
は
都
幾
川
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
が
認
め
ら
れ
る
。
南
側
に
は
岩

殿
丘
陵
が
広
が
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ム
台
地
上
に
立
地
し
、

調
査
区
の
西
側
の
一
部
が
都
幾
川
の
浸
食
に
よ
り
削
ら

れ
、
河
岸
段
丘
の
低
位
面
と
な
っ
て
い
た
。

遺
跡
は
都
幾
川
の
屈
曲
部
に
当
た
り
、
景
観
と
し
て

は
「
淵
」
を
臨
む
形
と
な
っ
て
い
る
。

遺
跡
の
周
辺
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
に
か
け

て
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。

旧
石
器
時
代
は
、
遺
跡
の
北
側
に
所
在
す
る
塚
原
遺

跡
が
挙
げ
ら
れ
、
石
器
集
中
が
２
箇
所
検
出
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
早
期
の
土
器
、
前
期
の
土
器
、
中
期
の
竪
穴

住
居
跡
と
土
壙
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代
は
、

中
期
後
半
以
降
の
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
、
雉き

子じ

山や
ま

遺
跡

で
は
弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
群
が
検
出
さ
れ
、

土
器
は
、
壺つ

ぼ

や
甑

こ
し
き

が
出
土
し
て
い
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
、
遺
跡
数
が
急
増
し
集
落
の
規

模
も
大
き
く
な
る
。
前
方
後
円
墳
な
ど
の
古
墳
も
築
造

さ
れ
る
。
古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
古
墳
の
築
造
が
よ

り
活
発
と
な
り
、
各
地
に
群ぐ

ん

集
し
ゅ
う

墳ふ
ん

が
展
開
す
る
。
塚
原

南
遺
跡
の
北
側
の
河
岸
段
丘
上
に
は
、
塚
原
古
墳
群
、

原は
ら

坂さ
か

口ぐ
ち

古
墳
群
、
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

古
墳
群
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
下
唐
子
古
墳
群
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
、
遺
跡
近
隣
の
岩い

わ

のの

上う
え

遺
跡

で
９
世
紀
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

中
世
で
は
、
比
企
氏
、
野
本
氏
、
高
坂
氏
な
ど
の
武

士
団
が
東
松
山
市
を
中
心
と
す
る
比
企
郡
に
拠
点
を
置

い
て
い
た
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

縄
文
時
代

竪
穴
住
居
跡
２
軒
、
土
壙
１
基
が
検
出
さ
れ
た
。
前

期
前
葉
の
第
22
号
住
居
跡
は
壁
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、
土

器
片
や
石
器
の
剥は

く

片へ
ん

が
出
土
し
た
。

古
墳
時
代

竪
穴
住
居
跡
13
軒
、
土
壙
１
基
、
ピ
ッ
ト
１
基
が
検

出
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
竪
穴
住
居
跡
は
、
前
期
３
軒
、

中
期
３
軒
、
後
期
７
軒
が
検
出
さ
れ
た
。

前
期
の
第
19
号
住
居
跡
は
、
一
辺
１
・
５
８
ｍ
と
小

型
で
、
大
部
分
を
木
根
に
よ
り
壊
さ
れ
て
い
た
。
ピ
ッ

ト
２
は
径
０
・
４
ｍ
で
、
炭
化
物
と
と
も
に
、
土
師
器

の
壺
や
甕か

め

が
重
な
っ
て
多
量
に
出
土
し
た
。
中
期
末
頃

の
第
８
号
住
居
跡
か
ら
は
、
土は

師じ

器き

の
高た

か

坏つ
き

、
甕
、
坏
な
ど
が
多
数
出
土
し
た
。
中
期

末
頃
の
第
17
号
住
居
跡
か
ら
は
、
須す

恵え

器き

の

坏
、
高
坏
、
土
師
器
の
高
坏
、
甑
、
甕
が
多

数
出
土
し
た
。
石
製
品
で
は
、
臼う

す

玉だ
ま

と
紡ぼ

う

錘す
い

車し
ゃ

が
出
土
し
た
。

後
期
の
住
居
跡
で
は
、
カ
マ
ド
の
ソ
デ
部
に
は
、
凝

ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

質し
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
石
材
が
構
築
材
と
し
て
多
用

さ
れ
て
い
た
。
第
７
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
が
２
基
、

北
側
と
東
側
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
土
師
器
の
坏
や
甕
の

他
、
鉄
製
の
刀と

う

子す

、
滑か

っ

石せ
き

製
の
石
製
模
造
品
が
出
土
し

た
。

奈
良
・
平
安
時
代

竪
穴
住
居
跡
２
軒
、
性
格
不
明
遺
構
１
基
が
検
出
さ

れ
た
。
第
14
号
住
居
跡
は
、
カ
マ
ド
の
み
検
出
さ
れ
、

８
世
紀
頃
の
土
師
器
坏
、
甕
や
南
比
企
窯
産
の
須
恵
器

坏
、
末
野
窯
産
の
須
恵
器
坏
蓋
な
ど
が
出
土
し
た
。

中
世大

型
の
溝
跡
が
１
条
検
出
さ
れ
た
。
第
１
号
溝
跡
は
、

調
査
区
東
側
か
ら
北
側
に
向
か
う
幅
５
・
０
ｍ
、
長
さ

３
８
・
５
ｍ
で
、
調
査
区
外
に
続
い
て
い
た
。
15
世
紀

頃
の
か
わ
ら
け
が
出
土
し
た
。
溝
跡
の
北
辺
に
沿
っ
て

ピ
ッ
ト
列
が
検
出
さ
れ
、
溝
跡
に
付
随
す
る
遺
構
で

あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

［
　
ま
と
め
　
］

塚
原
南
遺
跡
第
１
次
調
査
の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文

時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
中
世
の
遺
構

や
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
前
期
前
葉
の
第
22

号
住
居
跡
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
東
松
山
市
で
初
の

検
出
例
と
な
っ
た
。
遺
跡
は
古
墳
時
代
前
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
営
ま
れ
た
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
後
期
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
の
軒
数
が
多
く
、
近
接

す
る
下
唐
子
古
墳
群
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
奈
良
・
平
安
時
代
で
は
住
居
跡
が
、
中
世
で

は
大
型
の
溝
跡
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
地
に
お
け
る
継
続

的
な
人
々
の
生
活
が
伺
え
る
。
中
世
の
大
型
溝
跡
は
、

館
の
堀
や
区
画
溝
等
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
、
こ
の
地
域
の
中
世
史
を
紐
解
く
上
で
貴
重
な
発

見
と
な
っ
た
。

■ 所在地

東 松 山 市 大 字 下 唐 子 字 塚 原

１１０１他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 5 年 11 月

（埼玉県）

■ 調査面積

2,400 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡　　

■ 主な遺構

縄文 （住居跡 2 ・ 土壙 1）

古墳（住居跡13・土壙 1・ピット 1）

奈良 ・ 平安 （住居跡 2 ・ 性格不

明遺構 1）

中世 （溝跡 1）

時期不明 （住居跡 1 ・ 掘立柱建

物跡 1 ・ 土壙 23 ・ ピット 79）

塚つ
か
は
ら
み
な
み

原
南
遺
跡
（
第
１
次
）　

東
松
山
市

遺跡全景 （西から）

第 7 号住居跡
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［
　
立
地
と
環
境
　
］

下
長
塚
遺
跡
は
、
児
玉
郡
上
里
町
神
保
原
町
に
所
在

す
る
。
神か

ん

流な

川が
わ

扇せ
ん

状
じ
ょ
う

地ち

の
扇せ

ん

端た
ん

付
近
の
微
高
地
上
に
立

地
す
る
。
標
高
約
53
ｍ
で
あ
る
。
東
に
御ご

陣じ
ん

場ば

川が
わ

が
北

流
す
る
。
上
里
町
の
地
形
は
、
洪こ

う

積せ
き

台
地
の
本
庄
台

地
、
約
１
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
神
流
川
扇
状
地
、
烏

か
ら
す

川が
わ

・
利と

根ね

川が
わ

沿
い
に
広
が
る
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

低
地
の
烏
川
低
地
か

ら
な
っ
て
い
る
。

上
里
町
域
に
は
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
の
遺
跡
が
多

数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
庄
台
地
に
は
、
本
庄
市
小
島

地
区
か
ら
上
里
町
神
保
原
地
区
に
か
け
て
旭
・
小
島
古

墳
群
が
広
が
り
、
浅
間
山
古
墳
が
町
内
に
所
在
す
る
。

神
流
川
扇
状
地
に
は
、
北き

た

稲い
ね

塚づ
か

遺
跡
、
金か

な

久く

保ぼ

内う
ち

出で

遺

跡
、
清し

水み
ず

南
み
な
み

遺
跡
、
五ご

み
ょ
う明

廃は
い

寺じ

、
中な

か

堀ぼ
り

遺
跡
、
帯た

て

刀わ
き

古

墳
群
等
が
分
布
す
る
。
一
方
、
烏
川
低
地
に
は
、
利
根

川
や
烏
川
の
氾
濫
の
影
響
に
よ
り
、
遺
跡
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

［
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
　
］

調
査
区
は
３
箇
所
に
わ
か
れ
、
南
か
ら
第
１
地
点
、

第
２
地
点
、
第
３
地
点
と
呼
称
し
た
。

第
１
地
点

古
墳
時
代
後
期
と
中
・
近
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
５
軒
確
認
さ
れ
た
。

第
１
号
住
居
跡
は
、
規
模
が
主
軸
長
３
・
０
ｍ
、
幅
３
・

４
ｍ
で
、
カ
マ
ド
は
東
壁
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

中
・
近
世
は
、
土
壙
７
基
、
ピ
ッ
ト
49
基
が
検
出
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
覆
土
は
暗あ

ん

灰は
い

褐か
っ

色
し
ょ
く

土ど

で
、
天
明
３

年
（
１
７
８
３
）
の
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
降
下
し

た
浅
間
Ａ
軽
石
と
思
わ
れ
る
白
色
粒
子
が
含
ま
れ
て
い

た
。

第
２
地
点

古
墳
時
代
後
期
と
中
・
近
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
は
、
竪
穴
住
居
跡
２
軒
が
検
出
さ
れ
た
。

第
６
号
住
居
跡
は
、
調
査
区
北
端
に
位
置
す
る
。
主
軸

長
３
・
２
５
ｍ
、
幅
３
・
５
０
ｍ
で
出
土
し
た
遺
物
は
少

な
い
。
カ
マ
ド
は
南
側
に
あ
り
、
煙え

ん

道ど
う

の
出
口
か
ら
は

底
部
を
欠
い
た
土は

師じ

器き

の
坏つ

き

が
出
土
し
た
。
第
７
号
住

居
跡
は
、
第
６
号
住
居
跡
の
南
に
位
置
す
る
。
規
模
は

確
認
で
き
た
範
囲
で
、
主
軸
長
が
６
・
０
ｍ
、
幅
が
２
・

５
ｍ
で
あ
っ
た
。
西
半
が
調
査
区
外
に
延
び
る
。
遺
物

は
カ
マ
ド
の
焚た

き

口ぐ
ち

周
囲
に
集
中
し
、
土
師
器
坏
や
カ
マ

ド
の
構
築
材
に
転
用
さ
れ
て
い
た
土
師
器
甕か

め

が
出
土
し

た
。
焼
土
や
炭
化
物
を
含
む
暗
褐
色
土
が
厚
く
堆
積
し

て
い
た
東
壁
の
中
央
付
近
で
は
、
完
形
の
土
師
器
坏
が

ま
と
ま
っ
て
い
た
。
時
期
は
い
ず
れ
も
７
世
紀
代
と
考

え
ら
れ
る
。

中
・
近
世
は
、
土
壙
15
基
、
ピ
ッ
ト
88
基
が
検
出
さ

れ
た
。
出
土
遺
物
は
少
な
か
っ
た
。

第
３
地
点

奈
良
・
平
安
時
代
の
土
壙
４
基
、
ピ
ッ
ト
14
基
が
検

出
さ
れ
た
。

［
　
ま
と
め
　
］

第
１
次
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
遺
構
が
主
体

で
あ
っ
た
。
第
１
地
点
と
第
２
地
点
の
双
方
か
ら
、
竪

穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
同
一
の
集
落
か
は
今
後
の

調
査
結
果
を
待
つ
必
要
が
あ
る
が
、
神
流
川
扇
状
地
の

扇

端

付

近

に

お

け

る

古

墳

時

代

の

集

落

の

様

相

を

解

明

す

る

貴

重

な

調

査

結

果

と

な

っ

た
。

下し
も

長な
が

塚つ
か

遺
跡
（
第
１
次
）
上
里
町

■ 所在地

児玉郡上里町神保原町１０５５－

８他

■ 実施期間（事業者）

令和 5 年 4 月～令和 5 年 10 月

（埼玉県）

■ 調査面積

1,361.7 ㎡

■ 遺跡の種別

集落跡

■ 主な遺構

古墳 （住居跡 7）

奈良 ・ 平安 （土壙 4 ・ ピット 14）

中 ・ 近 世 （ 土 壙 22 ・ ピ ッ ト

137）

調査区位置図

第 1 地点 （南から）

第 2、 第 3 地点 （南から）

第 6 号住居跡

第 1 地点

第 2 地点
第 3 地点
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Ⅰ　令和五年度に調査をした遺跡



　

発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
成
果
は
、
調
査
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
バ
ラ
バ
ラ
に
出
土
し
た
破
片
を
復
元
し
て
元
の
形
に
す
る
な
ど
の

地
道
な
作
業
を
し
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を
「
整
理
」
と
言
い
ま
す
。
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
、
発
掘
調
査
は
終
了
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
４
冊

の
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

Ⅱ　

令
和
五
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書

令和５年度
刊行報告書

■　480 集
『北２丁目陣屋跡Ⅱ』
（久喜市）

首都圏氾濫区域堤防強化対策における埋蔵文化財発掘調査

報告

■　481 集
『栗橋宿西本陣跡Ⅱ』
（久喜市）

首都圏氾濫区域堤防強化対策における埋蔵文化財発掘調査

報告

■　482 集
『�栗橋宿跡Ⅷ』
（久喜市）

首都圏氾濫区域堤防強化対策における埋蔵文化財発掘調査

報告

■　483 集
『長竹遺跡Ⅵ』
（加須市）

首都圏氾濫区域堤防強化対策における埋蔵文化財発掘調査

報告
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一　

資
料
の
管
理

三　

情
報
収
集

二　

保
存
処
理

四　

印
刷
物
の
刊
行
・
配
布

出土金属製品の樹脂含浸処理

出土木製品の PEG 含浸処理

出土品の写真撮影

カラースライドの選択

『埋文さいたま』 第 67 号

特集 ： 「史跡鉢形城跡 （寄居町）」　

図書室

・ 出土品の写真撮影 2,500 点

・ 出土品のデータ作成 2,500 点

・ 写真整理台帳の作成 34,232 コマ

・ 実測図整理台帳の作成 3,083 枚

・ カラースライドの複製作成 （フォト DVD） 800 コマ

・ 出土金属製品の保存処理 412 点

・ 出土木製品の保存処理 250 点

・ 学習用キットカタログの作成 

PDF ファイル WEB 公開

・ 埋蔵文化財ニュース （『埋文さいたま』 第 67 号）

 PDF ファイル WEB 公開

・ 遺跡見学会資料の作成 （参加者用 500 部×２回）

 1,000 部

・ 県内外の埋蔵文化財に関する情報収集

（博物館、 教育委員会発行物、 現地資料等） 470 件

・ 図書の収集 ・ 整理保管

（県教委受入図書の整理、 収納） 462 点

・ 図書データ作成

（内訳：県教委 295、 収蔵施設 133、 事業団 2,338 冊）

 2,766 冊

・ 資料室利用者等への対応 （随時） 134 人

・ 研究 ・ 学習等支援 195 人

Ⅲ　

発
掘
資
料
の
保
存
と
活
用

１　

保
存
・
活
用
事
業
（
埼
玉
県
収
蔵
埋
蔵
文
化
財
保
存
活
用
業
務
委
託
事
業
）
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五　

出
前
授
業
「
古
代
か
ら
教
室
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

六　

学
習
用
キ
ッ
ト
の
貸
出
し

令和 5 年度 「古代から教室へのメッセージ」 実施校一覧 （40 校）

1 4/28 （金） 三郷市立戸ヶ崎小学校 21 6/30 （金） 八潮市立中川小学校

2 5/9 （火） 熊谷市立熊谷南小学校 22 7/3 （月） 三芳町立上富小学校

3 5/15 （月） 川島町立つばさ南小学校 23 7/4 （火） 行田市立南小学校

4 5/23 （火） 川口市立上青木小学校 24 7/5 （水） 加須市立北川辺西小学校

5 5/25 （木） 上尾市立鴨川小学校 25 7/7 （金） 行田市立西小学校

6 5/30 （火） 新座市立片山小学校 26 7/10 （月） 戸田市立戸田第二小学校

7 6/1 （木） さいたま市立大宮別所小学校 27 7/11 （火） 八潮市立柳之宮小学校

8 6/5 （月） 加須市立樋遣川小学校 28 7/14 （金） 川口市立戸塚北小学校

9 6/6 （火） 小鹿野町立小鹿野小学校 29 7/18 （火） 行田市立忍中学校

10 6/8 （木） 久喜市立江面小学校 30 8/30 （水） 志木市立志木第三小学校

11 6/9 （金） 八潮市立大曽根小学校 31 8/31 （木） 三郷市立高州小学校

12 6/12 （月） 行田市立太田中学校 32 9/1 （金） 草加市立八幡北小学校

13 6/13 （火） 春日部市立武里南小学校 33 9/7 （木） 狭山市立入間川小学校

14 6/15 （木） 草加市立稲荷小学校 34 9/14 （木） 行田市立桜ヶ丘小学校

15 6/16 （金） 上里町立神保原小学校 35 9/15 （金） 熊谷市立江南南小学校

16 6/19 （月） 白岡市立大山小学校 36 9/27 （水） 秩父市立久那小学校

17 6/20 （火） 川口市立芝小学校 37 10/5 （木） 越谷市立弥栄小学校

18 6/23 （金） 加須市立原道小学校 38 10/12（木） 鴻巣市立松原小学校

19 6/26 （月） 松伏町立松伏第二小学校 39 11/27（月） 美里町立東児玉小学校

20 6/27 （火） 本庄市立児玉小学校 40 12/18（月） 川口市立柳崎小学校

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
石
器
、
埴
輪
な
ど
を
小
中
学
校
の
学
習
用
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
発
掘
調
査
等
に

従
事
し
て
い
る
専
門
職
員
が
、
埼
玉
県
内
か
ら
出
土
し
た
本
物
の
土
器
や
石
器
、
埴
輪
な
ど
を
持
参
し
て
授
業
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

運
び
や
す
く
梱
包
し
た
学
習
用
キ
ッ
ト
を
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま

す
。
地
域
別
・
テ
ー
マ
別
な
ど
、
約
１
２
０
セ
ッ
ト
の
中
か
ら
選
べ

ま
す
。
社
会
科
や
図
工
の
教
材
と
し
て
、
あ
る
い
は
地
域
の
郷
土
学

習
の
資
料
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
参
考
パ
ネ
ル
や
体
験
用
の

火
お
こ
し
セ
ッ
ト
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

学習用キットの貸出し （令和 5 年度） 394 セット

『学習用キットカタログ』

各キットの内容を紹介しています

※ホームページで公開しています

地域別セット（西部）西原遺跡テーマ別セット（土偶）

地域別セット（北部）中堀遺跡テーマ別セット（石の道具）
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発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
や
出
土
遺
物
を
い
ち
早
く
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
発
掘

途
中
の
遺
跡
の
様
子
や
、
出
土
し
た
遺
物
な
ど
を
調
査
担
当
者
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
疑
問
や
質
問
に
も
お
答

え
し
ま
す
。

土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
身
近
な
歴
史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一　

遺
跡
見
学
会

２　

そ
の
他
の
事
業

令和 5 年 5 月 28 日（日）

見学者 :151 人
宮前遺跡（鴻巣市）

令和５年度第１回

令和 5 年 9 月 16 日（土）

見学者 :106 人
清水南遺跡（上里町）

令和５年度第２回

令和６年２月３日（土）

見学者 :134 人

権現遺跡・
   二ノ耕地遺跡（吉見町）

令和５年度第４回 埼玉県業務委託事業

令和 5 年 10 月１日（日）

見学者 :134 人
金久保内出遺跡（上里町）

令和５年度第３回 埼玉県業務委託事業
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二　

集
客
施
設
等
で
の
展
示

三　

ま
い
ぶ
ん
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

■ ほるたま展 2023「江戸おしゃれコレクション」

１ ティアラ 21 （熊谷市） 令和 5 年 8 月 26 日 （土） ・ 27 日 （日）
見学者 ： 242 人

体験者 ： 87 人

２ モラージュ菖蒲 （久喜市） 令和 5 年 9 月 23 日 （土 ・ 祝） ・ 24 日 （日） 見学者 ： 1,407 人

３ ららぽーと富士見 （富士見市） 令和 5 年 10 月 21 日 （土） ・ 22 日 （日） 見学者 ： 1,858 人

４ そごう大宮店 （さいたま市） 令和 5 年 11 月 11 日 （土） ・ 12 日 （日） 見学者 ： 4,406 人

５ イオンスタイル入間 （入間市） 令和 5 年 12 月 9 日 （土） ・ 10 日 （日）
見学者 ： 1,066 人

体験者 ： 120 人

■ 令和５年 里帰り展「上里町の遺跡から発見されたむかしの道具」

上里町立郷土資料館 令和 5 年 7 月 29 日 （土） ～ 8 月 27 日 （日）

考古学講座 令和 5 年 8 月 6 日 （日） 29 人受講

■ 令和 5 年「県民の日まいぶんフェスタ」

埼玉県文化財収蔵施設 令和 5 年 11 月 14 日 （火） 来場者 ： 137 人

四　公開考古学講座

令和5年度ほるたま考古学セミナー
テーマ ： 「大木戸遺跡の低湿地調査－

縄文時代の宝箱－」 （オンライン開催）
令和 6 年 2 月 15 日（木）～ 22 日（木） 256 人配信

お仕事見学ツアー

考古学講座

缶バッジづくり

展示
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七　講師等の派遣

加須市退職校長会
演題 ： 「�“埼玉県の考古学” 近年の発掘成果

と普及活動」
令和 5 年 5 月 10 日 （水） 35 人受講

行田市民大学同窓会定期総会に伴う
講演会

演題 ： 「�行田 ・ 北大竹遺跡より大量の子持勾

玉、 祭祀具発見」
令和 5 年 5 月 31 日 （水） 120 人受講

鴻巣郷土史会講演 演題 ： 「�平右衛門遺跡の調査成果から」 令和 5 年 6 月 11 日 （日） 23 人受講

鴻巣郷土史会講演 演題 ： 「家康の入国と忍城」 令和 5 年 7 月 30 日 （日） 24 人受講

行田市郷土博物館ふるさと講座
演題 ： 「�子持勾玉を中心に、 近年の北大竹遺

跡発掘成果について」
令和 5 年 10 月 22 日 （日） 25 人受講

久喜市立郷土資料館特別展関連講座 令和 5 年 11 月 19 日 （日） 24 人受講

九　研究及び研究支援等
研究 ・ 学習等支援 （収蔵展示室など） 令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 190 人受入

八　その他
友山まつり 遺物展示解説 令和5年4月29日（土・祝） 236 人参加

全埋協関東ブロック　関東考古学フェア　スタンプラリー
令和 5 年 7 月 23 日 （日）
～ 11 月 27 日 （月）

294 人応募

全埋協関東ブロック 関東考古学フェア

「発掘された関東の遺跡 2023」

遺跡発表会

会場 ： さいたま文学館�文学ホール
令和 5 年 10 月 15 日 （日） 115 人来場

東京 ・ 神奈川 ・ 埼玉埋蔵文化財関係財団

普及連携事業公開セミナー

テーマ ： 「旧石器から縄文へ」

会場：荏原文化センター （東京都品川区）
令和 6 年 1 月 28 日 （日） 200 人来場

大東文化大学リカレント教育

（観光歴史ガイド養成プログラム）

科目 ： 史跡ガイド実習 〔講義 ・ 現地実習　各 1 日 （各 4 時間）〕

講義 ： 令和 5 年 9 月 30 日 （土） 会場 ： 東松山キャンパス

現地実習 ： 令和 5 年 10 月 8 日 （日） 会場 ： 吉見百穴 ・ 文化財収蔵施設

受講生

12 人

事業団オリジナルグッズの企画 ・ 製作

YouTube 動画配信

（県民への事業団 PR）

第 1 回配信　8 月 346 回再生

第 2 回配信　3 月 8 日 （金） 394 回再生

SNS による遺跡見学会等の各種情報提供
X （旧Twitter）フォロワー総数： 1,691人 令和 5 年度ポスト数 ： 147 回

LINE 登録総数 ： 260 人 令和 5 年度発信数 ： 35 回

六　研修等の受入れ
熊谷市立吉見小学校 2 年生 施設見学 令和 5 年 6 月 14 日 （水） 40 人受入

上里町立賀美小学校 遺跡見学 （上里町金久保内出遺跡） 令和 5 年 6 月 23 日 （金） 30 人受入

教員ボランティア体験 令和 5 年 8 月 9 日 （水） 1 人受入

東京成徳大学深谷中学校 1 年生 出前授業 令和 5 年 8 月 28 日 （月） 19 人受入

原市場の古へを探らふ会 （小久住遺跡） 令和 5 年 9 月 26 日 （火） 10 人受入

日本大学文理学部地理学科実習 （砂原遺跡） 令和 5 年 11 月 2 日 （木） 12 人受入

きらめき市民大学施設見学 令和 5 年 11 月 8 日 （水） 25 人受入

吉見町立西が丘小学校施設見学 令和 5 年 12 月 1 日 （金） 15 人受入

勝場老人クラブ （清水南遺跡） 令和 6 年 2 月 26 日 （月） 23 人受入

群馬県千代田町保護調査委員 令和 6 年 2 月 29 日 （木） 4 人受入

平成国際大学ダンス部 （土偶展示解説）   会場 ： パストラル加須 令和 6 年 3 月 6 日 （水）

東京農業大学第三高等学校附属中学校 職場体験 令和 6 年 3 月 11 日 （月） ～ 13 日 （水） 5 人受入

One Day インターンシップ （オープンカンパニー） 〔発掘調査〕 令和 5 年 7 月 6 日 （木） ～ 7 日 （金） 19 人受入

One Day インターンシップ （オープンカンパニー） 〔整理報告書作成業務〕 令和 5 年 11 月 16 日 （木） ～ 17 日 （金） 7 人受入

One Day インターンシップ （オープンカンパニー） 〔資料保存活用〕 令和 5 年 12 月 4 日 （月） ～ 5 日 （火） 中止

五　印刷物等
展示解説パンフレット ほるたま展 2023 発行 ： 令和 5 年 8 月 4,000 部

展示解説パンフレット 里帰り展 （上里町郷土資料館） 発行 ： 令和 5 年 7 月 500 部

発掘情報チラシ 発行 ： 随時 500 部

年報 「さいたま埋文リポート 2023」 （年報 43） 発行 ： 令和 5 年 9 月 500 部

研究紀要 「研究紀要」 第 38 号 発行 ： 令和 6 年 3 月 22 日 500 部
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１　

設
立
の
趣
旨
と
目
的

２　

略
沿
革

３　

組
織
の
概
要

古
く
か
ら
多
く
の
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
き
た
埼
玉
県
の
地
に
は
、
先
人
の
生
活
の
足
跡
を
も

の
が
た
る
埋
蔵
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
郷
土
埼
玉
の
歴
史

を
解
明
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
保
護
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
今
日
の
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

一
方
に
お
い
て
、
県
内
経
済
の
安
定
成
長
を
確
保
し
、
県
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種

開
発
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
業
が
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
に
及
ぶ
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
、
緊
急
に
発
掘
調
査
等
の
保
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
県
土
の
開
発
の
調
和
を
図
る
た
め
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
定
め
る
精

神
を
基
本
理
念
と
し
て
、
公
共
開
発
に
適
切
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
は
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
下
で
、
県
内
の
埋
蔵

文
化
財
の
調
査
・
研
究
、
記
録
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
思
想
の
啓
発
と
普

及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
に
埼
玉
県
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅳ　

事
業
団
の
概
要

平
成
十
年
六
月 

 

大
里
村
の
区
画
整
備
事
業
に
伴
い
、
事
業
団
本
部
の
住
所
表
示
を
大
里
郡

大
里
村
船
木
台
４
丁
目
４
番
地
１
に
変
更
。

平
成
十
二
年
三
月 

大
宮
整
理
事
務
所
廃
止
。

平
成
十
四
年
四
月 

大
里
村
の
町
制
施
行
に
よ
り
、
大
里
町
と
な
る
。

平
成
十
七
年
十
月 

 

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
事
業
団
本
部
の
住
所
表
示
が
熊
谷
市
船
木
台
４
丁

目
４
番
地
１
に
変
更
。

平
成
十
八
年
四
月 

 

埼
玉
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
よ
り
、
施
設
名
称
が
埼
玉
県
文

化
財
収
蔵
施
設
と
な
る
。
事
業
団
本
部
事
務
所
の
所
在
地
を
同
施
設
内
に

置
く
。

平
成
二
十
四
年
四
月 

公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
。

昭
和
五
十
五
年
四
月 

 

財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
設
立
。
事
務
所
を
県
パ
ン
ビ

ル
（
浦
和
市
岸
町
７
‐
６
‐
13
）
内
に
置
く
。

 

２
部
４
課
制
、
役
員
11
名
（
理
事
９
、
監
事
２
）
、
事
務
局
員
32
名
。

昭
和
五
十
七
年
四
月 

 

事
業
団
本
部
事
務
所
を
大
宮
市
櫛
引
町
２
丁
目
４
９
９
番
地
に
移
転
。
２

部
５
課
制
、
役
員
12
名
（
理
事
10
、
監
事
２
）
、
事
務
局
職
員
52
名
。

昭
和
六
十
二
年
四
月 

大
里
整
理
事
務
所
開
設
（
大
里
郡
大
里
村
箕
輪
）
。

平
成
元
年
十
月 

事
業
団
本
部
事
務
所
が
大
里
郡
大
里
村
大
字
箕
輪
字
船
木
８
１
３
に
移
転
。

平
成
二
年
四
月 

 

埼
玉
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
立
に
伴
い
、
事
業
団
本
部
事
務
所
の

所
在
地
を
同
セ
ン
タ
ー
内
に
置
く
（
大
里
郡
大
里
村
大
字
箕
輪
字
船
木

８
８
４
番
地
）
。

平
成
三
年
八
月 

大
宮
整
理
事
務
所
を
大
宮
市
東
大
成
町
２
丁
目
５
５
７
番
地
５
に
設
置
。

⑴
事
業 

① 

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
記
録
作
成

 
 

② 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
保
存
活
用
業
務
に
よ
る
資
料
保

存
・
普
及
事
業

 

③ 

県
内
遺
跡
等
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究

 

④ 

埋
蔵
文
化
財
保
護
思
想
の
啓
発
と
普
及

⑵
設
立
年
月
日 

 

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

⑶
出
資
者  

埼
玉
県

⑷
基
本
財
産 

１
，
０
０
０
万
円

⑸
事
務
所
所
在
地 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
船
木
台
４
丁
目
４
番
地
１

⑹
組
織
図
及
び
人
員

 
 

① 

評
議
員　

総
数
５
名
（
非
常
勤
）

 
 

②   

役　

員　

総
数
11
名
（
常
勤
２
名　

非
常
勤
９
名
）

 
 

　

 

理
事
長 

１ 
 

常
務
理
事 

１

 
 

 
 

 

理　

事 

７
（
非
常
勤
）

 
 

 
 

 

監　

事 

２
（
非
常
勤
）

 
 

③ 

事
務
局　

総
数
46
名
（
う
ち
県
派
遣
職
員
３
名
）

 
 

 

　

常
勤
役
員
２
名

 
 

 

　

職
員
44
名
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理
事
長 

１

常
務
理
事 

１

(
総
務
部
長
兼
務
)

総
務
部
長 

(
常
務
理
事
が
兼
務
) 

調
査
部
長 

１

資
料
活
用
部
長 

１

総
務
部

調
査
部

資
料
活
用
部

総

　務

　課 

５

資
料
活
用
課 

２

整
理
課 

５

資
料
保
存
課 

２

企

　画

　課 

１

副
部
長 

１

副
部
長 

１

調
査
監 

１

調
査
第
一
課 

13

調
査
第
二
課 

11

⑺
評
議
員
、
役
員
及
び
事
務
局
職
員
名
簿
（
令
和
６
年
６
月
５
日
現
在
）

 

評
議
員

 

小　

澤　

健　

史 

（
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
）

 

志　

賀　

周　

子 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
学
推
進
ネ
ッ
ト
こ
う
の
す
代
表
理
事
）

 

石　

川　
　
　

薫 

（
東
京
成
徳
大
学
深
谷
中
学
校
長
・
高
等
学
校
長
）

 

小　

倉　
　
　

均 

（
埼
玉
考
古
学
会
会
長
）

 

中　

澤　

仁　

之 

（
中
澤
公
認
会
計
士
事
務
所
会
計
士
）

 

役　

員

 

理 

事 

長 

加　

藤　

健　

次 

（
埼
玉
県
派
遣
）

 

常
務
理
事 

須　

藤　

好　

晴 

（
埼
玉
県
派
遣
）

 

理　
　

事 

銭　

場　

正　

人 

（
さ
い
た
ま
文
学
館
館
長
）

 

理　
　

事 

田
部
井　
　
　

功 

（
元
浦
和
西
高
校
校
長
、
元
武
南
高
校
校
長
）

 

理　
　

事 

笹　

森　

紀
己
子 

（
埼
玉
県
文
化
財
保
護
協
会
監
事
）

 

理　
　

事 

鎌　

倉　

佐　

保 

（
東
京
都
立
大
学
教
授
）

 

理　
　

事 

秋　

本　

文　

子 

（
羽
生
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

 

理　
　

事 

藤　

間　

憲　

一 

（
株
式
会
社
オ
キ
ナ
ヤ
代
表
取
締
役
会
長

 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
商
工
会
議
所
名
誉
会
頭
）

 

理　
　

事 

市　

川　

紅　

美 

（
埼
玉
県
文
化
団
体
連
合
会
事
務
局
長
）

 

監　
　

事 

寺　

内　

紀　

代 

（
元
埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
事
務
長
会
北
部
地
区
会
長
）

 

監　
　

事 

原　

口　
　
　

博 

（
原
口
公
認
会
計
士
事
務
所
公
認
会
計
士
）

 

事
務
局
職
員

 

常
務
理
事
兼
総
務
部
長 

須
藤　

好
晴

 

調
査
部
長 

福
田　
　

聖

 

資
料
活
用
部
長 

山
本　
　

靖

 

調
査
部
副
部
長 

渡
辺　

清
志

 

調
査
監 

栗
岡　
　

潤

 

資
料
活
用
部
副
部
長
（
整
理
課
長
兼
務
） 

上
野
真
由
美

 

総
務
課
主
幹
（
総
務
課
長
兼
務
）

横
田
千
枝
子

 

主　
　

査 

福
地　

大
介

 

主　
　

事 

山
口　

里
歩

 

主　
　

事 

藤
田　

俊
二

 

企
画
課
長 

福
島　
　

良

 

調
査
第
一
課
長 

堀
内　

紀
明

 

主　
　

査 

村
山　
　

卓

 

主　
　

査 

黒
坂　

禎
二

 

主　
　

査 

吉
田　
　

稔

 

主　
　

査 

田
中　

広
明

 

主　
　

任 

滝
澤　
　

誠

 

主　
　

事 

森　
　

敏
彰

 

主　
　

事 

津
田　

富
夢

 

主　
　

事 

吉
野　

雅
彦

 

主　
　

事 

松
﨑　

光
伸

 

主　
　

事 

儘
田
め
ぐ
み

 

主　
　

事 

鈴
木　

顕
房

 

主　
　

事 

孟　
　

晗
陽

 

調
査
第
二
課
長 

矢
部　
　

瞳

 
主　
　

査 

大
屋　

道
則

 
主　
　

任 

渡
邊
理
伊
知

 

主　
　

任 

魚
水　
　

環

 

主　
　

任 

水
村　

雄
功

 

主　
　

事 

入
江　

直
毅

 

主　
　

事 

通
野　
　

健

 

主　
　

事 

石
井　

治
一

 

主　
　

事 

清
水　

黎
央

 

主　
　

事 

小
林　

千
秋

 

主　
　

事 

中
山　

浩
彦

 

整
理
課
長
（
資
料
活
用
部
副
部
長
兼
務
） 

上
野
真
由
美

 

主　
　

査 

桑
原
安
須
美

 

主　
　

任 

青
木　
　

弘

 

主　
　

任 

大
塚　

邦
明

 

主　
　

事 

高
橋　

一
生

 

主　
　

事 

古
間
果
那
子

 

資
料
活
用
課
長
（
資
料
保
存
課
長
兼
務
） 

加
藤　

隆
則

 

主　
　

任 

砂
生　

智
江

 

資
料
保
存
課
長
（
資
料
活
用
課
長
兼
務
） 

加
藤　

隆
則

 

主　
　

事 

井
上　

真
帆

 

主　
　

事 

山
田　

秦
慈
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